
i¥ 
i¥ 

海
上
保
険
法
に
お
け
る
現
実
全
損
の
概
念

l
l
i
イ
ギ
リ
ス
法
を
中
心
と
し
て
1

1

は
じ
め
に

第
一
章
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
け
る
全
損
制
度
の
概
要

第
一
節
現
実
全
損
の
概
要

第
二
節
解
釈
全
損
の
概
要

第
二
意
船
舶
の
現
実
全
擦
の
成
立
す
る
範
囲

第
一
節
一
九

O
六
年
以
前
の
代
表
的
判
例

第
二
節
一
九

O
七
年
以
後
の
判
例

第
一
一
一
節
小
括

第
一
ニ
掌
貨
物
の
現
実
全
援
の
成
立
す
る
範
囲

第
一
節
一
九

O
六
年
以
前
の
代
表
的
判
例

第
二
銃
一
九

O
七
年
以
後
の
判
例

第
三
一
節
小
括

第
四
章
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
け
る
現
実
全
績
の
問
題
点

第
一
節
一
九

O
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
第
五
七
条
第
一
項
の

第
二
節

第
三
節

お
わ
り
に

は
じ
め
に

石

清

彦

田

第
一
の
基
準
お
よ
び
第
二
の
基
準
に
よ
っ
て
成
立
す
る
現

実
全
損
の
変
容

現
実
全
損
お
よ
び
解
釈
全
績
と
委
付
の
通
知
と
の
関
係

小
括

〈

1
〉

一
、
一
九
七
九
年
八
月
、
イ
ギ
リ
ス
法
の
現
実
全
損
に
関
す
る
注
目
す

べ
き
見
解
が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
地
方
裁
判
所
に
よ
っ
て
示
さ
れ

(
2
)〔
3
)

た。
そ
の
見
解
と
は
、
一
九

O
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
第
五
七
条
第
一

項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
、
「
保
険
の
目
的
物
が
破
壊
さ
れ
る
場
合
」
と
「
保

険
の
目
的
物
が
保
険
に
付
さ
れ
た
稜
類
の
物
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
が
で



き
な
く
な
る
程
の
大
き
い
損
害
を
受
け
る
場
合
」
と
い
う
現
実
全
損
の
成

立
す
る
基
準
に
つ
い
て
、
新
た
に
三
つ
の
判
断
基
準
を
設
定
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
一
一
一
つ
の
基
準
と
は
、
第
一
に
、
合
理
的
な
救
助
若
し
く
は
技
術
に

つ
い
て
の
基
準
、
第
二
に
、
修
繕
の
範
囲
に
つ
い
て
の
基
準
、
そ
し
て
第

三
に
、
修
繕
の
費
用
に
つ
い
て
の
基
準
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
れ
ら
が

去
日
程
的
な
場
合
に
、
現
実
全
損
が
成
立
す
る
と
述
べ
ら
れ
た
の
で
あ
っ

た。
こ
う
し
た
判
断
基
準
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
判
例
法
お
よ
び
学
説
を
尊
重
し

な
が
ら
も
、
現
代
の
技
術
の
進
歩
な
ど
を
十
分
に
考
慮
に
入
れ
て
定
め
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
、
現
実
全
損
と
解
釈
全

{
5
)
 

損
と
の
境
界
線
を
め
ぐ
る
新
た
な
問
題
が
今
後
慈
起
さ
れ
る
こ
と
が
予
想

〈

6
)

さ
れ
、
さ
ら
に
、
一
九

O
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
が
制
定
後
す
で
に

八
O
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
も
乞
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
訟
に
お

け
る
現
実
全
損
に
つ
い
て
幾
つ
か
の
間
題
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
推
察

さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
で
は
、
近
年
、
衡
法
中
の
保
険
法
改
正
の
気
運

{7) 

の
高
ま
り
に
伴
っ
て
、
保
険
委
付
制
度
の
見
直
し
が
検
討
さ
れ
て
い
る

が
、
現
実
全
損
に
関
し
て
は
、
日
本
法
に
そ
の
定
義
規
定
が
な
い
こ
と
か

(

8

)

1

〈

9
〉

ら
被
保
険
者
が
法
的
安
定
性
を
も
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
ず
、

や
は
り
現
実
全
損
の
定
義
規
定
を
置
き
、
い
か
な
る
場
合
に
全
損
処
理
が

な
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
、
一
定
の
基
準
を
明
示
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

海
上
保
険
法
に
お
け
る
現
実
全
損
の
概
念

〔
川

M
V

考
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
の
中
に
は
イ
ギ
リ
ス
法
の
現
実
全
損
に
関
す
る
妓
定
を
取

〔
刊
U
)

り
入
れ
よ
う
と
す
る
見
解
も
あ
り
、
有
力
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
日

(
沼
)

本
で
は
現
実
全
損
の
概
念
に
対
す
る
意
識
が
薄
い
た
め
に
、
一
九

O
六
年

イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
第
五
七
条
の
現
実
全
損
の
規
定
を
そ
の
ま
ま
受
け

入
れ
よ
う
と
す
る
嫌
い
が
な
い
わ
け
で
も
な
い
。

本
稿
の
目
的
は
、
日
本
法
の
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
船
舶
と
貨

物
の
現
実
金
援
と
い
う
も
の
に
焦
点
た
絞
っ
た
上
で
、
イ
ギ
ワ
ス
法
の
現

実
全
損
が
抱
え
て
い
る
問
題
を
把
援
し
、
日
本
法
に
イ
ギ
リ
ス
法
の
全
損

制
度
が
導
入
さ
れ
る
場
合
に
、
い
か
な
る
形
で
現
実
全
損
と
い
う
も
の
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
最
も
望
ま
し
い
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
検
討
す
る

こ
と
に
あ
る
。

二
、
本
稿
の
考
察
順
序
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
第
一
章
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
法
の
全
損
制
度
を
現
実
全
損
と
解
釈
全

摂
と
に
分
け
て
概
説
し
、
第
二
章
で
は
船
舶
の
現
実
全
損
に
つ
い
て
、
ま

た
、
第
一
ニ
章
で
は
貨
物
の
現
実
全
損
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う

な
範
闘
で
認
め
ら
れ
て
き
た
の
か
を
、
判
例
法
を
中
心
に
、
一
九

O
六
年

イ
ギ
ザ
ス
海
上
保
険
法
の
施
行
前
と
施
行
後
と
に
大
別
し
て
考
察
・
説
明

す
る
。
そ
し
て
第
四
掌
で
は
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
け
る
現
実
全
損
の
現
状
と

い
う
も
の
な
、
問
題
点
令
指
摘
し
な
が
ら
明
ら
か
に
し
、
最
後
に
、
そ
れ

ら
明
ら
か
に
さ
れ
た
点
を
も
と
に
し
て
、
日
本
法
に
お
け
る
現
実
全
損
の

今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

i¥ 
九
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(
1
}
現
実
全
損
と
い
う
菅
一
同
一
葉
は
、
イ
ギ
リ
ス
法
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
法
で
認
め
ら

れ
て
い
る
〉
n
g弘同，
oZHFSω

の
日
本
語
訳
で
あ
り
、
〉
の
吉
弘
、
吋
。

z-

F
。
器
は
、
制
定
法
で
は
、
一
九
O
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
〈
玄
民
宮
内

H
5
5
8
8
〉
2
H
8
P
品
開
晶
君
-
u
p

。r・
企
)
第
五
七
条
に
定
義
さ
れ
て

い
る
。
詳
し
く
は
、
第
一
章
第
一
節
参
照
。
な
お
、
〉
の
Z
丘、吋。
z
-
H
b
g

は
、
古
く
は
〉
r
g一E
O
斗
♀
に
戸
内
耳
切
と
も
呼
ば
れ
、
絶
対
全
損
と
日
本
語

訳
さ
れ
て
い
る
。

(
2
〉
開
岳
prc円相四『〉
m
m
ロ
E
Pの
作
。
。

4FHN'F-wロ】守口
m
。。同開了品、吋由明
-mc唱唱・

ロ
∞
・
お
き
〉
・
忍
・
。
・

HNEH(。・
0
・のえ・

5叶
3
・
令
、
九
品
町
出
向
日
仏

H
M
g・

5
∞
N
p
g・。
-
M
S
N
(
2
r
合同
-
H
8
8
・
本
件
で
は
、
現
実
全
損
の
み
の

保
険
に
付
さ
れ
た
オ
イ
ル
リ
グ
〈
の
E
Z
号
}
が
、
一
九
七
六
年
一
月
に
、
台

風
に
よ
っ
て
そ
の
大
部
分
が
海
面
下
に
沈
ん
で
し
ま
っ
た
た
め
に
、
被
保
険
者

が
全
損
金
を
請
求
し
、
こ
れ
に
対
し
て
裁
判
所
は
、
一
九
O
六
年
イ
ギ
リ
ス
海

上
保
険
法
第
五
七
条
第
一
夜
の
基
準
の
も
と
で
の
現
実
全
損
の
成
立
を
認
め
て

い
る
。
第
四
背
中
第
一
節
参
照
。

〈
3
)
裁
判
所
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
目
見
解
は
イ
ギ
リ
ス
法
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
、
保
険
契
約
当
事
者
が
、
交
渉
の
状
況
お
よ
び
当
該
代
理
関
係

の
点
か
ら
見
て
、
現
実
全
損
の
定
義
の
適
用
に
イ
ギ
リ
ス
法
を
意
図
し
て
い
た

と
裁
判
所
一
か
認
定
し
た
た
め
で
あ
る
。
開
会
p
r
E開
r
k
F
Z
5
8
2
。
。
・
〈
・
河
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F-
回口
2
M
m
の
03YAH-吋
由
司
・
回
g
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-
Eい

H印日目・

し
か
し
、
も
と
も
と
ア
メ
リ
カ
で
は
、
海
上
保
険
法
に
関
し
て
は
、
イ
ギ
リ

ス
の
会
社
が
ア
メ
ワ
カ
で
そ
の
植
民
地
時
代
か
ら
海
上
保
険
を
引
受
け
て
い
た

開
関
係
上
、
イ
ギ
リ
ス
の
判
例
法
と
慣
習
が
ア
メ
リ
カ
の
法
に
反
映
さ
れ
て
お

り
'
、
主
た
、
海
上
保
険
に
関
す
る
制
定
法
が
な
い
た
め
に
、
一
九
O
六
年
イ
ギ

リ
ス
海
上
保
険
法
が
制
定
さ
れ
た
後
は
、
そ
れ
以
前
の
ア
メ
リ
カ
の
判
例
法
お

よ
び
慣
習
に
反
し
な
い
閉
山
り
、
そ
の
法
律
の
解
釈
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
て
お

り
、
現
実
全
損
に
関
し
で
も
、
イ
ギ
リ
ス
法
の
解
釈
を
ほ
ぼ
受
け
入
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
本
件
に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
法
を
適
用
し
た
と
し
て

も
ほ
ぼ
同
様
の
結
論
が
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。

h
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H
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目
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H
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〉
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〉
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〉
戸
〉
〈
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閉山開

C
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H
I
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開
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印
吋
〉
吋
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回

u
l
h
F
2
v
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《凶作品・
H
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3
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(
4
)

第
一
の
基
準
は
、
「
も
し
、
保
険
の
目
的
物
を
回
復
し
、
ま
た
は
、
存
生

す
る
た
め
に
必
婆
と
さ
れ
る
努
カ
、
が
、
そ
の
結
果
使
帰
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
も

の
に
対
し
て
あ
ま
り
に
も
不
釣
合
い
な
努
力
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
と
き
保

険
の
目
的
物
は
現
実
金
援
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
第
二
の
装
地
中
は
、

「
も
し
、
再
生
す
る
努
力
が
修
繕
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
に
は
あ
ま
り
に
も

非
合
問
的
に
広
範
関
に
わ
た
っ
て
お
り
、
む
し
ろ
一
件
逮
と
し
て
考
慮
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
と
き
保
険
の
目
的
物
は
現
実
全
損
で
あ
る
」
と
い
う

も
の
で
あ
り
、
第
三
の
基
準
は
、
「
保
険
の
目
的
物
を
問
復
し
、
か
つ
再
生
す

る
襲
用
が
、
目
的
物
が
合
理
的
に
現
実
全
損
で
あ
る
と
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
ほ
ど
、
そ
の
結
果
使
用
さ
れ
る
も
の
の
価
格
と
釣
合
い
が
と
れ
て
い
な
い
か

ど
う
か
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
関
門
前
ロ
ゲ
日
間
r
〉
E
5
3
2
。。・

4-m-
戸

出
口
口
百
円
υ
0
同-
u
J

品吋甲町・

ωロ唱唱・鮎
WHH印由・

(
5
)

解
釈
全
損
と
い
う
言
葉
は
、
ィ
ギ
リ
ノ
ス
法
お
よ
び
ア
メ
F
カ
法
で
認
め
ら

れ
て
い
る
の
0
2可
E
P吊
叶
♀
弘
一
F。
自
の
日
本
務
訳
で
あ
り
、
の
g
E
Eのl

p
話
叶
o
g』

Hhog
は
、
制
定
法
で
は
、
一
九
O
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法

第
六

O
条
に
定
義
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
第
一
章
第
二
節
参
照
。

(
6
)
実
際
、
間
内
山
吉
宮
崎
同
F
〉
E
5
2
8
。。・
4
・
MN・
F-
出
回
目
白
の
号
唱
・
事
件

に
お
い
て
も
、
裁
判
所
は
、
「
現
実
全
損
と
解
釈
全
損
と
の
閣
に
は
区
別
が
傑

た
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
商
業
上
の
実
務
や
実
行
可
能
性
に
完
全
に
依
存
す
る
こ
と

は
、
二
つ
の
概
念
の
問
の
差
異
を
抹
消
す
る
危
険
を
苧
ん
で
い
る
」
と
述
ベ
て

い
る
。
品
吋
由
司
・
印
Z
H
M

唱

-a
同町内山・

(7)

保
険
委
付
制
度
と
は
、
保
険
の
目
的
物
が
そ
の
投
資
上
全
携
で
な
く
て
も

全
損
と
ほ
と
ん
ど
同
一
視
す
べ
き
場
合
、
あ
る
い
は
全
損
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
が
そ
の
証
明
が
困
難
な
場
合
に
、
全
明
朗
に
準
じ
て
取
り
扱
う
こ
と
を
認
め
る

制
度
で
あ
り
、
商
法
第
八
三
一
一
一
条
か
ら
第
八
四
一
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
船
舶
保
険
普
通
保
倹
約
款
お
よ
び
貨
物
海
上
保
険
普
遜
保
険
約
款
に
も
、

商
法
の
規
定
を
補
充
お
よ
び
修
正
し
た
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。

(
8
)

そ
の
理
由
と
し
て
、
小
町
谷
操
一
一
一
明
海
上
保
険
法
各
論
一
ニ
』
{
紫
波
書
広
、

一
九
六
七
年
)
一
ニ
一
員
は
、
「
立
法
者
は
、
こ
の
場
合
(
現
実
全
摂
の
場
合
)
に

は
、
事
情
が
比
較
的
に
明
確
且
つ
簡
単
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
損
害
保
険
の
通

則
と
当
事
者
の
特
約
と
に
委
せ
て
お
け
ば
足
り
る
、
と
考
え
た
た
め
で
あ
ろ



う
」
と
述
べ
て
お
り
、
ま
た
、
加
畑
季
彦
「
船
舶
全
損
論
」
帽
損
害
保
険
研
究
第
一
一
一

八
巻
第
二
号
二
六
頁
(
一
九
七
六
年
)
は
、
「
そ
も
そ
も
日
本
商
法
が
、
委
付

に
の
み
言
及
し
て
全
損
に
つ
い
て
何
ら
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
は
、
日
本
商

法
の
法
源
が
フ
ラ
ン
ス
商
法
に
あ
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
そ
の
フ
ラ
ン
ス
商
法
が

全
損
に
つ
い
て
は
何
も
触
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

(
9
〉
神
間
一
一
一
閥
「
保
険
委
付
の
廃
止
に
つ
い
て
|
貨
物
保
険
の
立
場
か
ら
1

」

保
険
学
雑
誌
第
五
一
二
号
九
一
一
良
〈
一
九
八
六
年
)

0

な
お
、
旭
・
前
掲
注

(
8
)
一
一
一
一
一
一
良
は
、
こ
の
点
に
関
し
て
「
現
実
全
損
の

観
念
が
法
律
の
上
で
も
約
款
の
上
で
も
間
判
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
か
、

実
務
者
の
問
に
船
舶
の
一
郊
で
も
も
の
と
し
て
残
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
本

来
的
性
質
が
す
で
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
て
も
、
現
笑
全
損
と
み
な
い
傾
向

、
か
あ
る
や
に
も
う
か
e
か
え
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

(
前
山
)
旭
・
前
掲
注

(
8
〉
一
一
六
頁
並
び
に
神
田
・
前
掲
注

(
7
)
九
一
官
民
参

照。
〈
日
〉
例
え
ば
、
海
上
保
険
法
研
究
作
業
部
会
『
保
険
委
付
(
管
弱
〉
に
関
す
る

商
法
改
正
要
綱
試
案
』
(
損
害
保
険
協
会
、
一
九
八
四
年
)
二
一
一
良
で
は
、
次

の
よ
う
な
全
損
に
関
す
る
規
定
を
燈
い
て
お
り
、
明
ら
か
に
イ
ギ
リ
ス
法
を
受

け
入
れ
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。

「
〈
貨
物
保
険
に
お
け
る
全
損
V
1
、
貨
物
保
険
に
つ
い
て
は
、
次
の
場

合
、
全
治
相
と
し
て
被
保
険
者
は
、
保
険
金
額
の
全
部
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
川
w被
保
険
貨
物
の
全
部
が
完
全
に
破
壊
さ
れ
た
場
合
、

ω被
保
険
貨
物
の

全
部
が
損
傷
を
被
っ
た
結
果
、
そ
の
貨
物
本
来
の
性
質
を
完
全
に
失
っ
た
場

合、

ω被
保
険
者
が
被
保
険
貨
物
の
全
部
を
喪
失
し
て
回
復
が
不
可
能
で
あ
る

場
合
」

(
ロ
)
現
実
全
損
に
関
し
て
述
べ
て
あ
る
文
献
と
し
て
は
、
神
田
・
前
掲
注
(
7
)

七
六
頁
以
下
、
旭
-
前
掲
注
〈
8
)
二
四
頁
以
下
の
ほ
か
、
小
町
谷
操
一
二
『
海

上
保
険
法
各
論
一
一
一
』
(
岩
波
警
応
、
一
九
六
七
年
〉
一
頁
以
下
、
今
村
有
『
務

上
保
険
契
約
法
論
下
巻
』
(
損
害
保
険
事
業
研
究
所
、
一
九
八

O
年
)
一
一
一
一
八

一
員
以
下
等
が
あ
る
が
、
現
実
全
損
の
概
念
に
対
し
て
の
総
合
的
研
究
は
、
わ
が

悶
闘
で
は
、
未
だ
存
在
し
な
い
。

海
上
保
険
法
に
お
け
る
現
実
全
損
の
概
念

第
一
章

イ
ギ
リ
ス
法
に
お
け
る
会
損
制
度
の
概
要

第
一
節
現
実
全
損
の
概
要

一
、
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
け
る
海
上
保
険
に
関
す
る
法
は
、
一
九

O
六
年

以
前
に
は
主
と
し
て
判
例
法
お
よ
び
磁
慣
習
か
ら
引
き
出
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
今
日
で
は
海
上
保
険
に
関
す
る
法
の
指
導
的
原
理
は
、
一
九

O

{
1
)
 

六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

全
損
に
関
し
て
は
、
一
九

O
六
年
イ
ギ

p
ス
海
上
保
険
法
第
五
六
条
か

ら
第
六
三
条
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
第
五
六
条
は
次
の
よ
う
に
金
援
を
定

義
a
つ
け
て
い
る
。
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第
五
六
条
第
一
項
「
損
害
は
全
損
ま
た
は
分
援
の
い
ず
れ
か
と
す
る
。

以
下
定
義
す
る
全
損
以
外
の
一
切
の
損
害
は
分
損
で
あ
る
。
」

第
二
項
「
全
績
は
現
実
全
損
ま
た
は
解
釈
全
績
の
い
ず
れ
か
と
す
る
。
」

第
三
項
「
異
な
る
意
思
が
保
険
証
券
の
文
言
か
ら
明
ら
か
で
な
い
限

り
、
全
損
を
担
保
す
る
保
険
は
、
現
実
全
携
の
外
に
解
釈
全
損
を
も
担

保
す
る
。
」

第
四
項
「
被
保
険
者
が
全
損
に
つ
い
て
訴
訟
を
提
起
し
た
場
合
に
、
証

拠
に
よ
っ
て
分
擦
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
立
証
さ
れ
る
と
き
は
、
保
険
証

券
に
別
段
の
定
め
が
な
い
限
り
、
被
保
険
者
は
分
損
に
つ
い
て
回
収
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
」

第
五
項
「
貨
物
が
保
険
に
付
さ
れ
た
種
類
の
物
と
し
て
仕
向
地
に
到
達

し
た
が
、
荷
印
の
消
滅
ま
た
は
そ
の
他
の
理
由
で
同
一
伎
を
識
別
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
も
し
損
脅
か
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ

〈

2
)

は
分
損
で
あ
っ
て
全
損
で
は
な
い
J

二
、
現
実
全
損
に
つ
い
て
は
、
一
九

O
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
第

(
3
}
 

五
七
条
に
そ
の
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。
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d司
宮
崎
市
神
宮
曲
目
忌

E
1
2浮
2
5
5
a
u
島
市
民
同
喜
帽
子

。周回

O
含

S
曲四

a
g
g
S師団
O
S
Z
帥岬
r
g問
。
聞
神
宮
主
主
町
宮
崎
市
島
・

九

2
4
4
Z
Z
任命

8
2
8色
町
田

神
田
岡
冊
『
帽
古
田
ロ
陣
口
昨
ロ
曲
目
安
晃
即
日
目
。
白
日
明
・

{

N

)

阿HHA庁
r
o
n曲
師
。
。
同
帥
ロ
同
n岬民間
-
R
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目
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曲
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ロ
母
国
c
t
n
o
o同
旬
-uS凶・

弘

S
5
2神田
o
a
g
包
括
ロ
・

第
五
七
条
第
一
項
「
保
険
の
目
的
物
が
破
壊
さ
れ
る
場
合
、
若
し
く
は

保
険
に
付
さ
れ
た
種
類
の
物
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

程
の
大
き
い
損
害
を
受
け
る
場
合
、
ま
た
は
、
被
保
険
者
が
保
険
の
目

的
物
を
奪
わ
れ
て
そ
の
図
復
が
不
可
能
で
あ
る
場
合
に
は
、
務
実
全
損

が
あ
る
も
の
と
す
る
。
」

第
二
項
「
現
実
全
損
の
場
合
に
は
、
委
付
の
通
知
を
す
る
こ
と
を
要
し

な
い
。
」

現
実
全
損
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
法
律
上
及

{
4
}
 

び
事
実
上
の
全
損
で
あ
り
、
ま
た
、
現
実
全
損
の
場
合
に
は
定
義
上
委
付

す
る
も
の
が
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
委
付
の
通
知
を
す
る
こ
と
な
く
保
険
者
か

ら
保
険
金
全
額
を
請
求
す
る
権
利
を
被
保
険
者
に
与
え
る
こ
と
に
な
る
か

(
5
V
 

ら
、
委
付
の
通
知
に
重
要
性
が
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

な
お
、
現
実
全
損
は
絶
対
全
損
〈
〉
ゲ
富
山
d
S
1門
O
丹
曲
目
阿
久
桜
田
〉
と
も
呼

ば
れ
て
い
る
。

第
二
鮪
解
釈
全
損
の
概
要

(
6
}
 

一
、
解
釈
全
損
は
、
一
九
一
O
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
倹
法
第
六

O
条
お

《

7
)

よ
び
第
六
一
条
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

柳
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there 
is 
a
 constructive 

total 
loss 
w
h
e
r
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repairing 
the 
d
a
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g
e
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n
d
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g
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d
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is 
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ship 
or 
g
o
o
d
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 b
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 a
 peril 
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[1}1
士:!'

>\-，Q
瓢
腕
剣
士
祭
艇
が
時
餓
æ
:
:
-
\
I
~
~
お

>\-'0起
岳
製
争
.
t
-
'
簿

j議ム{単語~~話~~ヰ古とI'(l
~llilく411早~

0
総
領

4ミ
111



送
す
る
費
用
と
の
合
計
額
が
、
到
達
時
の
貨
物
の
価
格
を
越
え
る
と
日
比

ら
れ
る
と
き
。
」

申
由
同
・

4』
H
Y命】
q
A
W

同
何
回
角
川
見
同
町
田

n
oロ
臼
門

H
aロ
己
〈
O

同
骨
神
曲
目
}
由
ω
ω
4
Z
M⑦
防

ω
目
白
『
命
内
山

富
田
可
。
山
手

2
号
。
田
伸
子

o
u
g
g
田

宮

江

戸

田

二
C
田
p
d司
同
ゲ
帥
ロ
品
。
ロ
同
町
時

g
Z
2
寸

S
2広
岡
山
口
曲
目
同

E
H
O
H
V叩
町
田
口
同
市
岡
田
口
仏
常
時
三
岳
冊
一
C
M問
問

由

民
一
件
当

2
0
間
口
田
口

Z
と
さ
岬
回
目

-og・

第
六
↓
条
「
解
釈
全
損
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
被
保
険
者
は
そ
の
損
害

を
分
擦
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
も
で
き
れ
ば
、
保
険
の
目
的
物
を
保
険

者
に
委
付
し
て
そ
の
損
害
を
現
実
全
損
の
場
合
に
準
じ
て
処
理
す
る
こ

と
も
で
き
る
。
」

二
、
解
釈
全
損
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
法
律

(
8
V
 

上
の
全
損
で
あ
る
が
事
実
上
の
全
讃
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
保
険
者
に
対

し
て
全
損
金
を
議
求
ず
る
権
利
を
被
保
険
者
に
与
え
る
た
め
に
は
、
正
当

に
通
知
さ
れ
た
委
付
に
よ
っ
て
事
実
上
の
全
績
に
変
更
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

〈

9
}

B
U
W
 

保
険
に
付
さ
れ
た
目
的
物
が
事
実
上
全
く
失
わ
れ
て
は
い
な
い
が
、
修

繕
若
し
く
は
回
復
の
見
込
が
な
さ
そ
う
な
場
合
、
ま
た
は
、
修
繕
若
し
く

は
回
復
が
実
行
不
能
に
な
り
そ
う
な
場
合
、
ま
た
は
、
修
繕
若
し
く
は
回

復
の
費
用
か
ら
み
て
事
実
上
金
く
失
わ
れ
そ
う
で
あ
る
場
合
に
解
釈
全
損

(
刊
山
)

が
存
す
る
。

な
お
、
こ
の
原
則
は
海
上
保
険
に
特
有
の
も
の
で
あ
り
、
も
し
自
己
の

船
舶
を
捕
獲
さ
れ
た
被
保
険
者
が
、
保
険
証
券
に
基
づ
い
て
請
求
を
な
し

九
四

得
る
前
に
船
舶
を
取
戻
す
機
会
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
な
ら

ば
、
多
く
の
間
難
を
被
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
困
難
を
軽
減
す

る
た
め
に
、
捕
獲
の
場
合
に
こ
の
原
則
は
始
ま
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
や
が

{
U
)
 

て
そ
れ
は
抽
出
の
種
類
の
損
害
に
広
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

(
l
)

玄
丘
町
ロ

O
H
2ロ
Z
ロ
no
〉
R
H
U
G町
、
品

HWιdF
叶
w

。

r-t.

の
制
定
法
は
一
九
O
七
年
一
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
て
い
る
。

(
2
)

一九
O
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
に
つ
い
て
は
、
葛
城
照
一
一
一
・
木
村
栄

一
・
小
池
貞
治
「
一
九
O
六
年
英
国
海
上
保
険
法
」
損
害
保
険
研
究
第
三
九
巻

第
二
号
一
二
三
叉
以
下
(
一
九
七
七
年
)
に
お
い
て
日
本
語
訳
が
な
さ
れ
て
い

る
。
本
稿
に
お
け
る
一
九
O
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
の
日
本
語
訳
に
つ
い

て
は
、
右
文
献
の
日
本
語
訳
を
参
考
に
し
て
い
る
。

(
3
)

ア
メ

F
カ
法
に
お
い
て
は
、
N
M
M
出

F
F
H
B、
J
E
M
V
P
4
5
n
o
明
言
自
戸
〉
君

。
司

H
Z師
C
悶
〉
宮
日
明
広
∞
日
(
印

F
E
-
H由
自
叶
)
が
、
現
実
全
績
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

「
保
険
の
目
的
の
全
幅
闘
は
次
の
場
合
に
生
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
保
険
の
目
的

が
被
保
険
危
険
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
る
か
、
ま
た
は
、
甚
大
な
損
傷
を
被
っ

て
、
意
図
さ
れ
て
い
た
目
的
お
よ
び
用
法
の
た
め
に
は
、
被
保
険
者
に
と
っ
て

取
る
に
足
り
な
い
か
若
し
く
は
何
の
価
値
も
な
く
な
っ
た
と
き
、
ま
た
は
、
被

保
険
者
の
占
有
お
よ
び
支
配
か
ら
離
れ
て
保
険
の
目
的
が
奪
わ
れ
た
と
き
、
ま

た
は
、
保
険
が
付
せ
ら
れ
た
航
海
若
し
く
は
冒
険
が
被
保
険
危
険
に
よ
っ
て
中

断
さ
れ
た
と
き
で
あ
る
。
」

(
4
)
N
k
r同

Z
O
C
F
P
円
〉

4

0司
富

〉

E

Z問

HHA印
C
同

hrzn開
〉
混
同
)
〉
〈
何
回
〉
口
開

mvい
A

F

(

]

戸市山門
}
W
A
W
L
-

一戸由∞]戸)・

(5)

句、-mAh
叩
h
N

印・

(
6
)

解
釈
全
鎖
、
並
び
に
解
釈
全
損
と
深
い
関
わ
り
の
あ
る
一
九
O
六
年
イ
ギ

リ
ス
海
上
保
険
法
第
六
一
一
条
お
よ
び
第
六
三
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
委
付
に
つ

い
て
は
、
日
本
法
に
お
け
る
保
険
委
付
制
度
と
関
係
が
あ
る
た
め
、
日
本
で
は

数
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
主
要
な
文
献
を
掲
げ
て
お
く
。

な
お
、
こ



松
波
港
三
郎
「
保
険
委
付
に
つ
い
て

ω」
民
商
法
雑
誌
第
一
一
一
八
巻
第
二
号
五

八
賞
以
下
〈
一
九
五
八
年
)
、
問
「
保
険
委
付
に
つ
い
て

ω」
民
荷
法
雑
誌
第

三
八
巻
第
三
号
六
八
頁
以
下
(
一
九
五
八
年
)
、
守
燈
尚
「
英
法
に
於
け
る
船

舶
の
経
済
的
修
繕
不
能
に
つ
い
て
」
損
害
保
険
研
究
第
二

O
巻
第
一
号
一
一
一
一
一
一
一

頁
以
下
(
一
九
五
八
年
)
、
大
森
忠
夫
「
保
険
委
付
に
よ
っ
て
移
転
す
る
権
利
」

一
橋
論
韓
関
第
三
九
巻
第
二
号
一
一
三
頁
以
下
(
一
九
五
九
年
)
、
小
町
谷
操
三

「
船
舶
の
修
繕
不
能
に
よ
る
委
付
に
関
す
る
諮
問
題
」
損
害
保
険
研
究
第
二
五

巻
第
四
四
万
一
頁
以
下
〈
一
九
六
三
年
)
、
同
「
海
上
保
険
に
お
け
る
委
付
権
の

行
使
に
つ
い
て
」
損
害
保
険
研
究
第
二
六
巻
第
二
号
一
一
氏
以
下
(
一
九
六
四

年
)
、
同
「
運
賃
の
保
険
委
付
に
つ
い
て
」
法
学
新
報
第
七
一
栄
華
季
五

以
下
(
一
九
六
四
年
}
、
同
『
海
上
保
険
法
各
論
四
』
(
岩
波
議
出
油
、
一
九
六
八

年
)
一
一
七
一
一
良
以
下
、
由
時
十
四
郎
「
保
険
委
付
の
法
的
構
成
|
|
係
険
の
目
的

に
帥
附
随
す
る
負
担
に
関
連
し
て

i
!」
熊
本
減
学
第
三
号
四
七
一
氏
以
下
(
一
九

六
五
年
)
、
同
「
保
険
委
付
の
権
利
移
転
的
効
力
に
つ
い
て
」
熊
本
法
学
第
一

O
号
一
一
良
以
下
(
一
九
六
七
年
)
、
横
尾
登
米
雄
「
英
悶
海
上
保
険
法
に
お
け

る
委
付
の
法
律
的
佐
賀
に
つ
い
て
」
擦
虫
宵
保
険
研
究
第
二
九
巻
第
二
号
一
頁
以

下
〈
一
九
六
七
年
)
、
旭
季
彦
「
船
舶
全
損
論
」
損
害
保
険
研
究
第
三
八
巻
第

二
号
二
回
一
氏
以
下
〈
一
九
七
六
年
)
、
今
村
有
『
海
上
保
険
契
約
法
論
下
巻
』

(
損
害
保
険
事
業
研
究
所
、
一
九
八
O
年
)
一
一
一
一
頁
以
下
、
久
留
島
隆
「
保

険
委
付
に
よ
り
移
転
す
る
機
利
の
範
凶
」
横
浜
経
営
研
究
第
五
巻
第
四
円
万
一
五

瓦
以
下
〈
一
九
八
五
年
)
。

(
7
)

ア
メ
リ
カ
法
に
お
い
て
は
、
N
句
民
間

F
E
3
u
E
b
E
由

5
8・
が
、
解
釈

全
損
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

「
ア
メ
リ
カ
合
衆
闘
に
お
け
る
一
般
原
則
で
は
、
被
保
険
船
舶
若
し
く
は
積
荷

が
、
被
保
険
危
険
に
よ
っ
て
、
そ
の
価
格
の
半
分
を
超
え
る
損
警
を
受
け
た
と

き
、
ま
た
は
、
半
分
を
超
え
る
逮
送
貨
が
失
わ
れ
た
と
き
は
、
被
保
険
者
は
委

付
を
し
て
全
煩
金
を
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
じ
損
容
の
割
合
が
初
期
の

著
者
ら
に
よ
っ
て
、
若
し
く
は
外
国
の
法
滋
論
の
中
に
、
全
備
酬
の
基
怒
と
し
て

記
載
さ
れ
て
い
る
乙

(

8

)

N

K

F
同

Z
O
C
F
P
2也、
a
u
m
仲由日品・

(

9

)

L

『
ト
忠
世
宗

海
上
保
険
法
に
お
け
る
現
実
全
損
の
概
念

〈
叩
)
(
日
)

同

れ

作

忠

SAP-

』ミ・

E
由
印
品
。
白
印

第
二
章
船
舶
の
現
実
全
損
の
成
立
す
あ
範
囲

第

一

節

一

九

O
六
年
以
前
の
代
表
的
判
例

て
い
か
な
る
場
合
に
船
舶
の
現
実
全
損
が
成
立
す
る
か
を
、
一
九

O

六
年
イ
ギ
リ
九
海
上
保
険
法
の
施
行
以
前
の
判
例
に
よ
っ
て
検
討
し
て
い

く
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
現
実
全
損
は
、
一
九

O
六
年
イ
ギ
り
ス
海
上
保
険
法
第
五
七
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
次
の
三
つ
の
判
断
基
準
に
分
類
す
る
こ
と
が
で

b
C
ザ
心
。

保
険
の
臼
的
物
が
破
壊
さ
れ
る
場
合

保
険
の
目
的
物
が
保
険
に
付
さ
れ
た
種
類
の
物
と
し
て
存
在
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
程
の
大
き
い
損
害
を
受
け
る
場
合

同
被
保
険
者
が
保
険
の
目
的
物
を
奪
わ
れ
て
そ
の
回
復
が
不
可
能
で

あ
る
場
合

従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
判
断
基
準
が
規
定
さ
れ
る
に
あ
た
り
背
景
と
な
っ

た
代
表
的
な
判
例
を
、
そ
の
判
断
基
準
ご
と
に
分
類
し
て
現
実
全
損
の
成

立
範
閣
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

二
、
第
一
に
、
「
保
険
の
民
的
物
が
破
壊
さ
れ
る
場
合
」
と
規
定
さ
れ

て
い
る
第
五
七
条
第
一
項
の
第
一
の
基
準
の
背
景
と
な
っ
た
代
表
的
な
判

例
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
直
接
船
舶
が
破
壊
さ
れ
た
か
否
か
で
争
わ
れ

(二I(ー)

九
五



た
事
例
は
な
い
よ
う
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
現
実
全

援
は
明
ら
か
で
あ
り
、
争
う
余
地
が
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ

る。
し
か
し
、
後
に
詳
し
く
述
べ
る
よ
う
に
、
貨
物
の
現
実
全
損
に
つ
い
て

(
1
)
 

争
わ
れ
た
河
O
C
H

ヲ
∞
田
一
言
号
吋
事
件
に
お
い
て
、
戸
内
》
片
品
〉
窓
口
問
伶
円
が

「
も
し
、
航
海
の
過
程
に
お
い
て
、
保
険
の
目
的
が
完
全
に
破
壊
若
し
く

は
壊
滅
す
る
:
:
:
な
ら
ば
、
保
険
者
一
は
、
契
約
の
文
言
そ
の
も
の
に
よ
っ

て
保
険
金
全
額
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
判
示
し
て
お
り
、
一
九

O

六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
第
五
七
条
第
一
項
の
第
一
の
基
準
も
、
か
な

〈

2
)

り
こ
の
陳
述
に
影
響
を
受
け
て
規
定
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
-
一
、
第
二
に
、
「
保
険
に
付
さ
れ
た
種
類
の
物
と
し
て
存
在
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
緩
の
大
き
い
損
害
を
受
け
た
場
合
」
と
規
定
さ
れ
て
い

る
、
一
九

O
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
第
五
七
条
第
一
項
の
第
二
の
基

準
の
背
景
と
な
っ
た
代
表
的
な
判
例
を
見
て
み
よ
う
。

ま
ず
は
、
船
舶
と
し
て
の
特
徴
を
維
持
し
て
い
た
か
否
か
で
争
わ
れ
た

判
例
で
あ
る
。

〔
判
例
1
〕
関
口
町
m
Z
4・
喝
包
岳
会
∞
一
日
O
)

「
河
・

5
ρ
-
w・
2
申・

〈
事
実
〉
船
舶
M
J
包
弓
出
生
号
は
保
険
に
付
さ
れ
て
い
た
が
、
一
八

四
六
年
九
月
一
六
日
に
、
引
き
潮
の
時
に

ω
g
g
C
E
港
に
入
港
し
よ

う
と
し
て
浅
瀬
に
乗
り
上
げ
、
一
持
び
潮
が
満
ち
て
く
る
ま
で
、
岩
石
質
の

海
底
の
よ
で
離
れ
ら
れ
な
い
状
態
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
や
が
て
船
舶
は

そ
こ
を
離
れ
、

ω
g
s
p
E
港
に
入
り
、
一

O
月
半
ば
ま
で
乗
組
員
を

九
ノ、

上
船
さ
せ
た
ま
ま
で
停
泊
し
、
時
々
ポ
ン
プ
で
水
を
汲
み
出
し
て
い
た
。

積
荷
は
他
の
船
に
荷
積
さ
れ
、
結
局
、
船
舶
は
調
査
の
目
的
で
浜
に
揚
げ

ら
れ
た
。

そ
し
て
、
調
査
に
よ
っ
て
、
船
舶
は
九
月
二
ハ
日
の
事
故
に
よ
っ
て
か

な
り
の
損
害
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
造
船
所
・
修
理
人
・

材
料
な
ど
が
な
い
た
め
に
、
皆
ロ

g
n
E
N
に
お
い
て
は
必
要
と
さ
れ
る

修
繕
を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
修
繕
が
で
き
る

豆

g芯
〈
広

g
や
他
の
場
所
な
ど
に
船
舶
を
運
ぶ
こ
と
も
で
き
な
か
っ

た。
結
局
、
一

O
月
二
八
日
に
、
船
船
の
一
部
所
有
者
で
も
あ
る
船
長
に
よ

っ
て
船
舶
は
売
却
さ
れ
た
が
、
委
付
の
通
知
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
原
告

船
舶
所
有
者
ら
が
被
告
保
険
者
に
対
し
て
全
損
金
を
請
求
し
た
。

〈
判
旨

v
n
o
c江
氏
。
5
8ぶ
凶

g
n
y
F
D吋
与
の
m
gち
忌

L-

「
本
件
は
、
被
保
険
危
険
に
よ
っ
て
船
舶
が
航
行
不
能
と
な
り
、
ま
た
船

舶
が
運
ば
れ
た
港
に
お
い
て
修
絡
が
不
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
事
案
で
あ

る
が
、
所
有
者
で
あ
る
被
保
険
者
の
権
利
が
購
入
者
に
適
切
に
移
転
さ
れ

る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
な
お
も
船
舶
と
し
て
の
特
徴
を
維
持
し
て
い
た
。

従
っ
て
、
こ
こ
で
は
現
実
全
損
は
な
い
と
思
わ
れ
、
も
し
解
釈
会
損
が
あ

れ
ば
、
保
険
者
は
委
付
の
通
知
に
よ
っ
て
の
み
、
保
険
に
付
さ
れ
た
目
的

物
に
つ
い
て
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
も
し
保
険
に
付
さ
れ
た
目

的
物
が
、
損
害
を
受
け
た
状
態
で
は
あ
る
が
元
の
種
類
の
物
と
し
て
残
っ

て
い
る
な
ら
ば
、
委
付
の
通
知
は
、
船
舶
が
現
実
に
破
壊
さ
れ
た
と
し
て



(
3
)
 

保
険
金
を
請
求
す
る
権
利
を
被
保
険
者
に
与
え
る
の
に
必
要
で
あ
る
。
」

本
判
決
は
現
実
全
損
の
成
立
を
否
定
し
た
事
案
で
あ
る
が
、
船
舶
と
し

て
の
特
徴
を
維
持
し
て
い
な
い
こ
と
が
現
突
全
損
の
成
立
要
件
の
一
つ
で

〈

4
)

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
こ
こ
に
窓
義
が
あ
る
。

つ
ぎ
は
、
船
舶
が
難
破
物
と
な
っ
た
判
例
で
あ
る
。

〔
判
例
2
〕

r
d
q
g
品。
c
・
4
・、

H，Z
ζ
2
n
r
g
g
玄
良
一

Z
H
E
-
n
0・

(
同
∞
∞
印
〉

H
、同

J
H
E
m
-
M
M∞・

八
事
実
〉
船
舶
の
抵
当
権
者
で
あ
る
原
告
ら
は
、
〉
乱
。
乙
E
号
と
呼
ば

れ
て
い
る
船
舶
を
貸
し
出
そ
う
と
し
て
、
抵
当
権
設
定
者
で
あ
る
所
有
者

と
船
舶
に
保
険
を
付
す
こ
と
を
企
て
、
一
八
八
一
年
九
月
に
、
船
舶
が

の
2
3
0長
か
ら
の
R
e
m
へ
向
か
う
航
海
の
閥
、
絶
対
全
損
の
み
の
保

険
の
契
約
手
続
を
完
了
し
、
保
険
証
券
を
受
け
取
っ
た
。

。32
R
r
を
発
っ
て
か
ら
三
日
後
に
、
大
荒
れ
の
天
気
と
な
り
、
船

舶
は

m
s
r
o
g可

wa
の
海
岸
で
座
礁
し
た
。
原
告
ら
に
よ
っ
て
委
付

の
通
知
が
な
さ
れ
、
原
告
お
よ
び
被
告
保
険
者
は
共
に
、
船
舶
が
解
釈
全

鎮
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。

そ
の
後
、
船
舶
は
座
礁
し
た
後
何
週
間
も
さ
ら
さ
れ
た
ま
ま
の
状
態
に

な
っ
て
い
た
た
め
、
被
保
険
危
険
に
よ
っ
て
損
害
は
か
な
り
増
加
し
て
い

き
、
両
当
事
者
の
権
利
を
侵
占
詰
問
す
る
こ
と
な
く
船
舶
は
売
却
さ
れ
た
。
そ

の
売
却
の
符
点
で
は
原
告
ら
は
ま
だ
船
舶
の
抵
当
権
者
で
あ
っ
た
が
、
本

件
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
時
点
で
は
、
彼
ら
の
債
権
は
す
べ
て
弁
済
さ
れ
て

い
た
。

そ
ζ

で
、
原
告
は
、
船
舶
の
損
害
に
対
し
て
抵
当
権
設
定
者
を
補
償
す

る
意
図
で
、
全
損
金
を
請
求
し
た
。

八
判
旨
〉

ρ
5
3
.
m
w
g
n
r
u
z
E
C
H
M
-
Y向
笠
宮
d

F

H
・

「
本
件
の
状
況
の
も
と
で
は
、
船
舶
は
座
礁
し
た
後
何
週
間
も
さ
ら
さ

れ
て
完
全
に
難
破
物
と
な
り
、
船
般
を
修
繕
す
る
こ
と
は
船
舶
を
再
建
す

る
に
等
し
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
保
険
誕
券
の
文
震
に
基
づ
く

絶
対
全
損
は
存
在
し
て
い
た
。
」

本
判
決
は
、
絶
対
全
損
の
み
を
担
保
す
る
保
険
が
船
舶
に
付
せ
ら
れ
た

と
い
う
特
殊
な
状
況
下
で
、
絶
対
全
損
す
な
わ
ち
現
実
念
損
が
成
立
す
る

か
夜
か
が
争
わ
れ
た
事
案
で
あ
り
、
船
舶
が
難
波
物
と
な
り
、
そ
の
修
繕

〈

5
〉

が
船
舶
の
再
建
に
等
し
い
場
合
に
は
現
実
全
損
が
成
立
す
る
と
し
た
点
に

意
義
が
あ
る
。
ま
た
、
最
初
は
解
釈
全
損
で
あ
っ
た
も
の
が
、
そ
の
後
の

事
態
に
よ
っ
て
は
現
実
全
損
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
た

判
決
と
し
て
も
意
義
が
あ
る
。

問
、
第
三
に
、
一
九

O
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
第
五
七
条
第
二
恨

の
第
一
一
一
の
基
準
で
あ
る
、
「
被
保
険
者
が
保
険
の
目
的
物
を
奪
わ
れ
て
そ

の
回
復
が
不
可
能
で
あ
る
場
合
」
の
現
実
全
損
に
関
し
て
述
べ
て
あ
る
代

表
的
な
判
例
を
見
て
み
よ
う
。

ま
ず
は
船
舶
の
沈
没
の
場
合
の
判
例
で
あ
る
。

〔
判
例
3
〕
剛
内
相
自
唱
〈
・
出
回

-E一
即
日
刊
(
呂
町
印

)ω
品

rH・
ρ
・∞

-NS-

八
事
実
〉
保
険
に
付
さ
れ
た
船
舶
の

z
r
E
g
q乃
は
、
一
八
六
三
年
一

O
月
に

vzoGoo-
か
ら
担
。
念

γ
s
g
へ
向
け
て
、
積
荷
を
乗
せ

海
上
保
険
法
に
お
け
る
現
実
念
援
の
概
念

九
七



て
出
航
し
た
。
し
か
し
、
航
海
の
途
中
で
船
舶
は
暴
風
に
遭
遇
し
、
潟
口

か
ら
浸
水
し
た
た
め
、
一
一
月
半
ば
に
船
舶
・
積
荷
・
乗
組
員
の
安
全
の

た
め
に
、
同
り

ω
E
S
P
港
に
入
浴
し
た
。
同
港
に
お
い
て
、
積
荷
の
大
部

分
は
陸
揚
げ
さ
れ
た
が
、
一
部
の
積
荷
を
残
し
た
ま
ま
の
状
態
で
、
二
一

月
初
め
に
ま
た
も
や
暴
風
に
襲
わ
れ
、
係
留
所
に
お
い
て
沈
没
し
た
。
原

告
船
舶
所
有
者
は
委
付
の
通
知
を
な
し
、
そ
の
後
船
舶
と
積
荷
は
引
揚
げ

ら
れ
た
が
、
原
告
は
、
船
舶
が
修
繕
費
に
相
当
す
る
価
依
が
な
い
と
い
う

理
由
で
全
損
金
を
請
求
し
た
。
+
お
な
争
点
は
解
釈
全
損
が
成
立
す
る
か
否

か
で
あ
っ
た
。

八
判
旨
〉
【
U
C
C
H
H
o
h
ρ
5
3が
切

g
n
y
ω
Z
P
』・

「
第
一
の
問
題
点
は
、
原
告
が
解
釈
全
損
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
絶
対

会
損
と
し
て
回
復
す
る
権
利
を
有
し
て
い
る
か
ど
う
か
で
あ
る
が
、
私
と

し
て
は
、
原
告
は
絶
対
全
損
と
し
て
回
復
す
る
権
利
を
有
し
て
い
な
い
と

解
す
る
。
船
舶
を
引
揚
げ
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
く
、
ま
た
、
引
揚
げ

ら
れ
た
場
合
に
船
舶
を
修
繕
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
か
っ
た
。
修
繕

し
た
後
に
船
舶
と
し
て
使
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
条
件
で
、
船

舶
を
引
揚
げ
る
機
会
が
あ
っ
た
。
被
保
険
者
の
支
配
下
に
お
い
て
、
船
舶

は
一
万
の
種
類
の
物
と
し
て
存
在
し
、
急
追
の
破
壊
の
危
険
も
な
い
の
で
あ

る
か
ら
、
船
舶
を
売
却
す
る
か
、
若
し
く
は
難
波
物
と
し
て
の
破
片
と
し

て
片
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
許
す
か
、
若
し
く
は
委
付
の
通
知
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
保
険
者
に
船
舶
の
引
揚
げ
か
っ
修
繕
の
費
用
を
負
わ
せ
る
か
の

選
択
の
機
会
を
被
保
険
者
に
与
え
ず
に
、
引
揚
げ
た
時
に
難
破
物
と
し
て

九
八

売
却
す
る
こ
と
な
ど
は
、
許
さ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
我
々

は
、
示
さ
れ
た
事
実
に
基
づ
い
て
、
絶
対
金
援
は
な
か
っ
た
と
い
う
答
え

を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

本
判
決
で
は
、
沈
没
が
必
ず
し
も
現
実
全
損
に
な
る
と
い
う
訳
で
は
な

〈

6
)
(
7
)

く
、
な
ら
な
い
場
合
も
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
の
点
に
意
義
が

あ
る
。
ま
た
、
一
万
の
種
類
の
物
と
し
て
存
在
す
る
場
合
に
は
現
実
全
損
に

は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
合
わ
せ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

次
も
船
舶
の
沈
没
の
場
合
の
判
例
で
あ
る
。

〔
判
例
4
〕

ω同
町
}
山
口
問
∞
皮
切
£
-aHSCHO--

。0・
〈
・
宮
内
お
お
品
目
。
口
忠
∞
〕

kr
・。
-
m也
ωu
国・円、.

八
事
実
〉
帆
船
田
F
E
S
C
Z
号
は
一
八
九
六
年
の
四
月
に

ω
S
H
l叫・

2
己
目
。
で
仕
事
の
た
め
に
待
機
し
て
い
た
が
、
同
年
四
月
七
日
に
評
価

済
保
険
に
付
さ
れ
た
心
し
か
し
同
年
四
月
九
日
に
盟
国
吉

5
5
号
は

ω
S

F
2
2
R
C
港
に
停
泊
中
、
暴
風
に
襲
わ
れ
、
沈
没
し
た
。
難
破
救
助
者

に
よ
っ
て
船
舶
の
引
揚
げ
の
・
申
し
出
が
あ
っ
た
が
、
原
告
船
舶
所
有
者
は

受
け
入
れ
ず
、
被
告
保
険
者
に
委
付
の
遜
知
を
し
た
。
被
告
は
そ
の
後
多

額
の
費
用
を
出
し
て
訴
訟
提
起
前
に
船
舶
の
引
揚
げ
に
成
功
し
た
。
被
告

は
、
船
舶
が
船
価
よ
り
も
安
い
費
用
で
修
繕
可
能
で
あ
る
か
ら
、
分
損
に

対
し
て
の
み
責
任
が
あ
る
と
主
張
し
た
た
め
、
原
告
が
全
損
金
を
求
め
て

訴
訟
を
提
起
し
た

o
n
2
2
2
F
2
0ロ
は
請
求
を
認
め
ず
、
原
告
上

訴。〈
判
官
〉

出
。
口
出
品
。
同
H
O
H
仏師・

F
o
E
出回日白ゲロ
H
Mア



「
訴
訟
提
起
以
前
の
引
揚
げ
が
解
釈
全
損
の
諮
問
求
を
無
効
に
す
る
と
い

う
教
義
は
捕
獲
お
よ
び
そ
れ
と
同
様
の
場
合
に
の
み
適
用
が
あ
り
、
船
舶

が
海
底
に
沈
没
し
た
場
合
に
は
、
現
代
の
技
術
に
よ
っ
て
引
揚
げ
ら
れ
た

と
し
て
も
現
実
全
損
と
な
り
、
そ
の
教
義
は
適
用
が
な
い
。
」

し
か
し
、

r
v
E
謡
曲
伸
明
。
ロ
は
反
対
意
見
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
認
め
ら
れ
た
状
況
に
よ
れ
ば
、
虫
色
2
5
5
号
が
一
八
九
六
年
・
の
四

月
に
海
底
に
沈
没
し
た
時
、
船
舶
は
直
ち
に
現
実
全
績
に
な
っ
た
と
は
思

わ
れ
な
い
。
船
舶
は
、
再
建
な
く
し
て
は
船
の
形
態
を
回
復
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
単
な
る
板
材
や
鉄
片
の
集
積
の
状
態
に
は
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、

し
か
も
引
揚
げ
て
修
繕
す
る
こ
と
が
で
き
る
水
深
に
沈
ん
で
い
た
、
と
い

う
状
況
を
見
れ
ば
、
厳
格
な
意
味
で
船
舶
は
難
破
船
に
な
っ
て
は
い
な
か

っ
た
J
本
判
決
で
は
、
沈
没
の
場
合
に
は
す
べ
て
現
実
全
損
と
な
る
と
思
わ
れ

(
8〉

る
よ
う
な
表
現
が
、

F
o
a
同
国
防
rロ
ミ
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ

に
意
義
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
見
解
は
、
後
に
、
。
8
S
E
M
-〉
・
の
箆

g

〈

9
〉

1

『ロ開

gL
当
日
岡
田
岡
町
曲
問
。
。
0
・
タ
同
可

HEr-吉
岡

E
・

E-
事
件
で
、
枢
密

院
司
法
委
員
会
に
よ
っ
て
反
対
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
再
建
な
く
し
て
は
船
の
形
態
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
は
現
実
全
擦
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
、

TV同
仏
当
え
師
。
回
の
反
対
意
見

〈

m}

の
中
で
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
点
も
注
目
に
値
す
る
。

さ
ら
に
、
一
九

O
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
第
五
七
条
第
一
項
の
第

三
の
基
準
に
関
し
て
述
べ
て
あ
る
も
の
と
し
て
、
次
の
判
例
が
あ
る
。

海
上
保
険
法
に
お
け
る
現
実
全
損
の
概
念

〔
判
例
5
〕

切

R
r
2
4・
γ
5
0ロ
〈

HggHEm-ω
。・

MM-ug-

八
事
実
〉
保
険
に
付
さ
れ
て
い
た

ω町
当
三
宮

S

F、
お
号
は
二
八

六
二
年
に
何
回
開
-
園
田
島
か
ら

Z
9司

N
g
gロ
品
に
向
け
て
出
航
し
た
が
、

2
0
4匂

N
g
z誌
に
お
い
て
座
礁
し
、
莫
大
な
損
害
を
受
け
た
。
そ
し
て
、

そ
の
場
所
に
お
い
て
は
修
繕
の
手
段
が
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
暫
く

の
後
、
の
回
目

n
g
s
に
向
け
て
出
航
し
到
達
し
た
。
船
舶
は
そ
こ
で
検
査

さ
れ
、
被
っ
た
損
害
は
、
そ
の
修
繕
費
用
が
修
繕
後
の
船
価
を
超
え
る
緩

の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
従
っ
て
、
原
告
船
舶
所
有
者
は
被
告

保
険
者
に
対
し
て
委
付
の
通
知
を
な
し
た
が
、
通
知
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
分
損
と
し
て
損
害
を
回
復
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
船
舶
舶
が
の
&
2
3
同
に
い
た
あ
る
時
点
で
、
事
故
に
つ
い
て
ま

だ
知
ら
な
か
っ
た
原
告
は
船
舶
に
評
価
済
保
険
を
付
し
た
が
、
そ
の
保
険

の
期
間
中
の
ま
だ
修
繕
が
遂
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
き
に
、
船
舶
は
暴

風
に
よ
っ
て
完
全
に
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
従
っ
て
、
原
告
は
評
価
済

保
険
の
支
払
を
求
め
て
訴
訟
を
提
起
し
た
。

〈
判
旨
〉
の
2
2
0聞の
0
5
8
0ロ
2
3
p
d司
法

gu
同・

「
も
し
、
船
舶
が
莫
大
な
損
害
を
受
け
た
の
で
修
繕
な
し
で
は
出
航
す

る
乙
と
が
で
き
ず
、
か
つ
必
要
な
修
繕
を
施
す
こ
と
が
で
き
る
滋
ま
で
廻

航
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
そ
の
場
合
は
現
実
全
損
と
な
る
。
と

い
う
の
は
、
船
舶
と
し
て
の
目
的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ

ば
、
船
舶
と
し
て
は
存
在
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
船
側
を

遥
か
に
超
え
る
費
用
が
か
か
る
け
れ
ど
も
港
に
廻
航
し
て
修
繕
す
る
こ
と

九
九



が
で
き
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
船
舶
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
を
や
め
て
は
お

(
U
)
 

ら
ず
、
委
付
の
通
知
が
な
け
れ
ば
解
釈
全
損
さ
え
も
成
立
し
な
い
J

本
判
決
で
は
、
船
舶
が
莫
大
な
損
害
を
受
け
た
場
合
に
、
修
繕
を
し
な

け
れ
ば
航
行
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
必
要
な
修
繕
が
で
き
る
港
に
曳
航
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
な
ら
ば
、
現
実
全
損
が
成
立
す
る
と
判
示
さ
れ
て
い

M
N
 

第
二
節
-
九

O
七
年
以
後
の
判
例

て
こ
こ
で
は
、
一
九

O
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
施
行
後
の
現
実

金
援
に
関
し
て
争
わ
れ
た
判
例
、
若
し
く
は
現
実
全
損
に
関
し
て
述
べ
て

あ
る
判
例
に
つ
い
て
検
討
し
、
一
九

O
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
の
現

実
全
損
に
関
す
る
規
定
が
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
の
か
を
確
か
め

て
み
る
こ
と
に
す
る
。

二
、
第
一
一
は
、
船
舶
が
座
礁
し
た
場
合
の
現
実
金
損
に
つ
い
て
争
わ
れ

た
判
例
で
あ
る
。

〔
判
例
6
〕
の
g
吋
問
問
。

o
r
o
p
F
g
h
w
の
0・
4
・

ω
g
E曲
三
宮
R
S
O

Hロ由巳同国ロ円冊。。・

pa・合同町日目印
)
N
H
F
F
F
-
m
o同Y
U
0
・同州・∞
-U-

〈
事
実
〉
原
告
は
、

p
g
n
o
の
g
H問
。
考
と
呼
ば
れ
て
い
た
、
す
で
に

使
用
さ
れ
て
い
な
い
旧
式
の
戦
艇
を
、
ド
イ
ツ
で
解
体
す
る
目
的
で
手
に

入
れ
、
一
九
一
二
年
一
二
月
に
、
二
隻
の
曳
船
に
よ
る
滞
仲
間
引
に
よ
っ
て

の
『
箆

E
S
か
ら
切

S
Z
に
向
け
て
出
航
し
た
が
、
風
の
強
い
悪
天
候
に

よ
っ
て
思
う
よ
う
に
進
め
ず
、
や
が
て
船
舶
は
流
れ
に
抽
付
さ
れ
て
ペ
B
T

庶民
M

と

Z
2
4司

aFO唱
〈
共
に
オ
ラ
ン
ダ
圏
内
)
の
中
間
に
あ
る

ES-

一O
O

同居

a
g
g
の
岸
に
接
近
し
、
遂
に
は
浅
瀬
に
乗
揚
げ
て
し
ま
い
、
曳
船
に

よ
る
救
出
が
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

原
告
は
、
。
rgHM帥
旨
か
ら

ω
g
r
o
ま
で
の
聞
を
保
険
に
付
し
て
お

り
、
被
告
保
険
者
に
全
損
金
を
請
求
し
た
。

八
判
旨
〉
呂
田
明
.
田

w
g
n
r
o
z
E
o
p
冨同
-
H
E
由
神
宮
河
内
混
同

M0・

「
私
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
船
舶
は
現
実
全
損
で
は
な
い
。
船
舶
が
現
実

全
損
で
あ
る
か
否
か
は
、
一
九

O
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
第
五
七
条

の
文
書
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
。
:
;
:
船
舶
は
ま
だ
存
在
し
て
い
る
の
で

破
壊
さ
れ
て
い
る
と
の
論
争
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
保
険
に
付

さ
れ
た
種
類
の
物
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
の
甚
大
な
損
害

を
受
け
て
い
る
と
の
論
争
も
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
し
、
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
原
告
被
保
険
者
が
保
険
の
目
的
物
を
奪
わ
れ
て
回
復
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
故
船
舶
は
現
実
全
損
で
あ
る
と
い
う

G
と
が
提
議
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
条
文

は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
従
っ
て
規
定
し
て
い
る
の
で
、
委
付
の
遜
知
を
与
え
る

こ
と
は
必
要
で
は
な
い
。
原
告
は
保
険
の
目
的
物
を
奪
わ
れ
て
回
復
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
判
示
す
る
私
の
理
由
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

単
に
被
告
に
有
利
と
な
る
証
拠
だ
け
で
は
な
く
、
数
人
の
証
人
、
特
に
私

は
宮
島
氏
含
船
長
の
証
拠
を
非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

そ
の
よ
う
な
証
人
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
原
告
に
有
利
と
な
る
証
拠
な
ど

に
よ
る
す
べ
て
の
誕
拠
に
よ
れ
ば
、
こ
の
船
舶
は
物
理
的
に
離
礁
さ
せ
る

こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
私
の
意
見
で
あ
る
。
そ
れ
は
大
変
な



苦
心
と
間
出
難
と
を
必
要
と
す
る
が
、
と
も
か
く
最
高
度
の
苦
心
と
悶
幾
が

要
求
さ
れ
る
と
し
て
も
、
私
は
船
舶
が
離
礁
不
可
能
で
あ
っ
た
と
納
得
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
全
体
か
ら
見
て
も
、
私
は
船
舶
を
離
礁
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
初
当
な
準
備
が
必
要
と

さ
れ
る
技
術
的
に
熟
練
し
た
手
腕
を
必
婆
と
し
、
後
に
私
が
決
定
す
る
よ

う
に
非
常
に
巨
額
の
費
用
を
必
要
と
し
た
の
で
は
あ
る
が
、
物
理
的
な
手

腕
に
関
す
る
限
り
に
お
い
て
は
離
礁
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
た
の
で
あ
る
O

E
n
Z
H伝
船
長
は
船
舶
を
離
礁
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
疑

わ
し
い
と
考
え
た
の
で
は
な
い
か
と
私
は
国
ゅ
う
が
、
離
礁
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
言
う
覚
悟
は
彼
に
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
に
お
い
て
は
、
物
理
的
不
可
能
と
い
う
滋
出
に
よ
っ
て
裁
判
所
が
認
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
回
復
の
見
込
な
き
剥
奪
と
い
う
も
の
は
な
か

っ
た
。
」
本
判
決
に
お
い
て
は
、
船
舶
の
座
礁
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
餐
が
現
実
全

損
と
な
る
か
否
か
が
争
わ
れ
て
い
る
が
、
裁
判
所
は
、
最
終
的
に
は
一
九

O
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
第
五
七
条
第
一
項
の
第
一
一
一
の
基
準
で
あ
る

「
被
保
険
者
が
保
険
の
目
的
物
を
奪
わ
れ
て
そ
の
回
復
が
不
可
能
で
あ
る

(
日
)

場
合
」
に
該
当
し
な
い
と
し
て
、
現
実
全
損
の
成
立
を
否
定
し
て
い
る
。

一
九

O
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
制
定
以
前
の
判
例
に
お
け
る
解
釈

を
考
慮
に
入
れ
て
、
第
三
一
の
基
準
に
該
当
す
る
場
合
を
列
挙
し
て
み
る

(
日
比
〉

と
、
そ
れ
は
船
舶
に
お
い
て
は
、
沈
没
し
て
引
揚
げ
が
不
可
能
な
場
合
、

船
舶
が
莫
大
な
損
害
を
受
け
、
修
繕
を
し
な
け
れ
ば
航
行
で
き
な
い
の

海
上
保
険
法
に
お
け
る
現
実
全
損
の
概
念

に
、
そ
の
場
所
に
お
い
て
は
修
繕
が
不
可
能
で
、
か
つ
修
繕
を
す
る
こ
と

〈

日

)

が
で
き
る
場
所
に
曳
航
す
る
こ
と
も
不
可
能
な
場
合
、
金
4

摘
さ
れ
船
舶
が

ハ日〉

裁
判
所
の
命
令
に
よ
っ
て
売
却
さ
れ
た
場
ム
同
等
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
判
決
で
は
、
現
実
全
援
の
成
立
は
否
定
し
た
も
の
の
、
第

三
の
基
準
の
中
に
廃
礁
し
た
場
合
が
含
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示

(口)

し
て
お
り
、
そ
こ
に
意
義
が
あ
る
。

思
う
に
、
一
九
O
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
で
は
、
現
実
全
擦
の
基

準
と
い
う
も
の
を
損
害
の
穏
類
に
分
類
し
て
規
定
し
て
い
な
い
た
め
に
、

そ
の
損
害
の
発
生
し
た
状
況
に
応
じ
て
そ
の
現
実
全
損
と
な
る
基
準
を
自

由
に
選
択
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
本
判
決
も
そ
の
よ
う
な
法
の
柔
軟
性
を

生
か
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

一
-
一
、
第
二
は
、
船
舶
が
沈
没
し
た
後
引
揚
げ
ら
れ
た
が
、
被
保
険
者
が

現
実
全
損
を
理
由
と
し
て
全
損
金
を
請
求
し
た
判
例
で
あ
る
。

〔
判
例
7
u

。

e
s
s
H・〉

P
H
2
、H
，
c
m
g
L
dぐ
r
R
P間
ゅ
の

prι
・

タ
司
同
国
ロ

rz口
同
ロ
?
の
0
・
〔
同
甲
山
山
吋
〕
〉
・
。
・
∞
∞
∞
・
問
。
・

八
事
実
〉
モ
ー
タ
ー
・
タ
グ
ボ
ー
ト
で
あ
る
同
位
一

5
号
は
保
険
に
付

さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
二
五
年
八
月
二
六
日
に
、
〈

E
n
o
s巾
吋
の
港
で

あ
る
回
日

g
三

F
E
の
入
口
の
外
で
衝
突
に
よ
っ
て
沈
没
し
、
約
三

0
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
に
沈
没
し
た
。
原
告
所
有
者
は
直
ち
に
委
付
の
通
知

を
し
た
。
し
か
し
、
タ
グ
ボ
ー
ト
の
正
篠
な
位
置
が
確
認
さ
れ
、
そ
の

後
数
日
間
で
、
タ
グ
ボ
ー
ト
は
被
告
保
険
者
に
雇
わ
れ
た
救
助
者
に
よ
っ

て
引
相
妨
げ
ら
れ
て
海
岸
近
く
に
曳
航
さ
れ
、
従
っ
て
委
付
は
承
諾
さ
れ
な

。



か
っ
た
。
原
告
は
全
損
金
の
支
払
を
求
め
た
が
、

ncロユ
om
〉
唱
官
曲
目
。
同
WHFHFe

mny
の
O
Z
日
げ
ぽ
で
は
認
め
ら
れ
ず
さ
ら
に
上
訴
し
た
。
上
訴
灘
由
の
一

つ
は
、
「
タ
グ
ボ
ー
ト
が
沈
没
し
た
場
合
に
は
、

F
F
r
D開

ω
V
F
司
偽
記
一
曲
目
。

〈
叫
同
)

5
2
0
3

。0・戸
担
、
向
同
n
H
O

《
位
。
事
件
に
お
け
る

T
】
吋
仏
出
回
}ω

ぎ
ミ
の
有
名

ハ
叩
印
〉

な
見
解
に
よ
れ
ば
、
現
実
全
損
と
な
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

〈
判
官
同
V
M
Uユ
ミ
の

E
宮山・

5
R
o
c
三

ω
5
5
2・

「
沈
没
し
た
船
舶
の
引
揚
げ
の
物
理
的
可
能
性
は
、
船
舶
の
沈
ん
だ

位
置
、
船
舶
の
大
き
さ
、
損
害
の
程
度
、
救
助
作
業
の
設
備
の
状
態
だ
け

で
は
な
く
、
救
助
者
の
技
能
な
ど
も
あ
り
、
そ
れ
は
一
八
九
六
年
に
比
べ

て
か
な
り
進
歩
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
船
舶
が
水
面
下
に
沈
ん
だ
場
合
に

は
い
つ
で
も
船
舶
は
現
実
全
損
に
な
る
と
い
う
意
味
で

FRι
出
払
谷
口
ミ

の
意
見
を
受
け
取
る
べ
き
で
は
な
く
、
そ
れ
は
救
幼
者
が
引
揚
げ
る
際
に

あ
る
程
度
の
困
難
が
予
恕
さ
れ
る
沈
没
の
場
合
で
も
同
様
で
あ
る
。
」

本
判
決
以
前
に
お
い
て
は
、
沈
没
は
必
然
的
に
現
実
全
摂
に
な
る
と
い

う
見
解
と
、
沈
没
に
よ
っ
て
も
現
実
全
損
に
は
な
ら
な
い
場
合
が
存
在
す

る
と
い
う
見
解
と
に
分
か
れ
て
い
た
が
、
本
判
決
は
後
者
の
見
解
を
採
用

す
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
か
っ
、
前
者
の
見
解
は
特
殊
の

ハ
帆
叫
〉

事
実
の
事
件
に
の
み
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
説
明
し
た
点
に
意
義
が

あ
る
。問
、
第
三
は
、
船
員
の
悪
行
に
よ
る
損
失
が
現
実
全
掘
調
に
な
る
か
否
か

で
争
わ
れ
た
判
例
で
あ
る
。

。

門
判
例
8
〕

沼

恒

同

国

同

HSL
ヨ
岳
山
田
町

no--
阿久片品・

J
1

・
∞

2円
(

凶

器

酌

)

印

白

戸
F
H
5
問
。
官
同
町
叫
"
同
州
・
∞

-O'

八
事
実
〉
原
告
は
の
山
門
戸
市
呉
と
呼
ば
れ
て
い
た
五
五
ト
ン
の
漁
船
の

所
有
者
で
あ
る
が
、
一
九
一
一
一
六
年
四
月
、
保
険
に
付
し
た
漁
船
を
の
H
T

自国

S
か
ら
北
海
近
辺
の
漁
に
出
さ
せ
た
が
、
そ
の
後
船
長
は
の
ユ
富
田
芝

に
は
渓
ら
ず
、
む

2
2
に
寄
港
し
、
さ
ら
に
ス
ペ
イ
ン
の
港
で
あ
る

の
2
2
z
g
に
寄
港
し
、
議
終
的
に
は
船
舶
を
売
却
す
る
意
図
で
乗
逃
や
け

し
て
し
ま
っ
た
。
原
告
は
、
現
実
会
擦
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
被
告
保
険

者
に
全
損
金
を
請
求
し
た
。

〈
判
旨

V
E
P聞
が
切

g
n
r
g
i
m
-
-
p
p向円
・

M
g
E
2
阿

M
2
5・

「
現
実
全
損
に
関
し
て
は
、
慈
行
は
傘
捕
に
類
似
し
て
お
り
，
、
し
か
も

傘
捕
は
奪
還
に
よ
っ
て
損
失
が
償
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
現
実
全
損
で

あ
る
と
替
わ
れ
て
い
る
。
私
は
、
か
つ
て
こ
れ
は
法
律
的
に
正
し
い
問
題

で
あ
る
か
ど
う
か
を
疑
っ
た
。
私
は
、
そ
れ
は
い
つ
も
傘
織
が
現
実
全
損

で
あ
る
の
か
、
解
釈
全
損
に
な
り
う
る
に
す
ぎ
な
い
の
か
ど
う
か
の
事
実

問
題
で
あ
る
と
思
う
。
疑
い
な
く
捕
獲
確
認
裁
判
に
従
っ
た
傘
捕
は
現
実

全
損
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
事
実
上
船
舶
が
没
収
と
定
め
ら
れ
た
か
ら
で
応

る
。
す
な
わ
ち
、
戦
争
と
い
う
も
の
は
終
結
が
不
明
確
で
あ
り
、
そ
れ
故

船
舶
の
合
理
的
期
間
内
に
回
復
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

私
一
人
が
思
う
わ
け
で
は
な
く
、
傘
捕
は
今
ま
で
は
必
然
的
に
現
実
全
損

で
あ
っ
た
。
も
し
、
船
舶
が
6

泌
総
口
聞
を
運
ん
で
お
り
、
捕
獲
確
認
裁
判
が

確
実
な
ら
ば
、
船
舶
は
現
実
全
損
に
な
る
と
判
決
さ
れ
る
か
も
し
れ
な



ぃ
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
で
も
私
は
確
実
と
は
思
わ
ず
、
結
果
は
次
の
よ

う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
通
常
私
は
、
牟
織
は
解
釈
全
損
で
あ
る
と
考
え
、

そ
れ
が
現
笑
全
損
で
あ
る
か
解
釈
全
損
で
あ
る
か
に
関
し
て
持
ち
上
が
っ

て
き
た
混
乱
は
、
断
中
に
初
期
に
お
い
て
二
つ
の
全
損
の
分
類
が
明
確
に
保

た
れ
な
か
っ
た
た
め
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
る
。
:
:
:
十
け
い
法
律
に
お
い
て

は
傘
捕
が
現
実
全
援
に
な
る
の
か
解
釈
全
擦
に
な
る
の
か
は
と
も
か
く
と

し
て
、
現
夜
で
は
、
判
例
は
一
九

O
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
第
五
六

条
か
ら
第
六

O
条
に
よ
っ
て
律
さ
れ
て
い
る
。
」

「
私
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
船
般
が
そ
の
船
主
に
と
っ
て
附
復
の
見
込
の

な
い
損
失
が
あ
っ
た
と
本
件
に
つ
い
て
誰
も
ぎ
う
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ

ハ
む
〉

ろ
う
。
一
九

O
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
に
よ
れ
ば
、
船
員
の
悪
行
に

よ
る
損
失
は
必
ず
し
も
現
実
全
損
で
は
な
く
、
本
件
に
お
い
て
は
現
実
全

損
は
な
か
っ
た
と
認
定
す
る
J

本
判
決
は
、
船
員
の
悪
行
に
よ
る
損
失
が
必
ず
し
も
現
実
全
損
に
な
る

(
詑
)

も
の
で
は
な
い
と
判
示
し
た
が
、
一
方
で
、
捕
獲
確
認
裁
判
に
従
っ
て
没

(
お
}

収
さ
れ
た
場
合
は
現
実
全
損
と
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

五
、
第
四
は
、
修
繕
不
能
に
関
す
る
判
例
で
あ
る
。

〔
判
例
9
〕

ωけ
玄
忠
岡
田
足
吾
、
同
，
2
2
1
E
L
〈・

2
2
-
m
m
g
g
俸

の
0

・

ロ
白
曲
目
阿
ロ
E
同
開
口
円
。
。
。
.. 
F
a
・(
H
由
品
川
町
)
∞

N
F
-
-
r
M
N
A印刷
v-
叶

m
M
Y

同州・同
W

・O-

〈
事
実
〉
原
告
は
、
ヨ
ヰ
凶
作
}
匝
号
と
い
う
沿
岸
貿
易
帆
船
(
関

znr)

の
所
有
者
で
あ
る
が
、
そ
の
船
舶
に
保
険
を
付
し
た
。
一
九
間
七
年
九
月

一
七
日
、
船
舶
は
吋
0
4
4

ロ

p
g可
か
ら
戸
三
回
目
ロ
唱
。
ロ
へ
移
動
し
停
泊

海
上
保
険
法
に
お
け
る
現
実
全
損
の
概
念

し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
川
を
横
切
っ
て
泥
土
の
停
泊
位
霞
に
停
泊
し

た
。
船
舶
は
や
が
て
干
潮
に
な
っ
た
特
に
横
転
し
、
乾
舷
上
部
の
コ

1
キ

ン
グ
の
不
十
分
な
状
態
に
よ
っ
て
浸
水
し
、
そ
れ
が
原
因
で
沈
没
し
難
破

物
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
船
舶
は
引
起
こ
さ
れ
、

H
M

可目。唱。--

に
曳
航
さ
れ
た
が
そ
の
ま
ま
放
霞
さ
れ
、
徐
々
に
悪
化
し
て
そ
の
解
体
価

格
ほ
ど
の
価
値
し
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
原
告
は
全
損
金
を
請

求
し
た
。

〈
判
出
日
〉
百
口
問
.
回
一
∞
g
n
r
U
F
t
a
g
-
冨
叫
・
吉
田
神
宮
認

cEm-

「
私
の
判
断
に
よ
れ
ば
、
〈
2
Z
F
号
、
が
現
実
全
損
に
な
っ
た
と
判
決

す
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
誤
り
で
あ
る
。
船
舶
は
引
起
こ
一
さ
れ
市
三
命
毛
色

。2Fに
曳
航
さ
れ
、
そ
の
後
、
原
告
の
た
め
に
検
査
官
に
よ
る
検
査
を

受
け
た
。
の
ユ
均
一
口
氏
(
退
役
海
軍
将
校
)
は
阿
古

2
0コ
p
z
r
に
行

っ
た
の
ち
船
舶
仰
の
状
態
に
つ
い
て
実
際
上
多
く
を
語
る
こ
と
は
な
か
っ
た

が
、
一
日
だ
け
船
舶
を
見
て
、
多
く
の
麟
装
が
船
舶
か
ら
運
び
出
さ
れ
て

い
た
と
通
知
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
は
船
舶
を
見
た
検
査
官
の
証
拠

を
持
っ
て
お
ら
ず
、
宮
mgg-ω
白
山
岳
除
去
母
島
田
口
の
誰
か
ら
の
証
拠

も
持
つ
て
は
い
な
い
。
船
舶
が
、
一
九
四
七
年
九
月
一
七
日
に
あ
っ
た
状

態
に
な
る
よ
う
に
修
繕
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
、
一
九
四
七
年
一

O
月
一
五
日
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
推
論
す
る
こ
と
が
正
し
い
こ
と
で

あ
る
と
私
に
は
思
え
な
い
J

本
判
決
は
、
被
保
険
者
の
現
実
全
損
に
よ
る
全
損
金
の
誘
求
に
対
し

て
、
船
舶
の
損
害
は
遅
延
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
誇
求
を

一
O
一一一



ハ削品〉

否
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
判
旨
の
中
で
、
船
舶
が
一
克
の
状
態
に
修

繕
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
あ
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て

{
お
}

お
り
、
こ
こ
か
ら
、
物
理
的
に
修
繕
が
不
可
能
な
場
合
に
は
現
実
全
損
と

な
る
と
い
う
ζ

と
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
乙
と
が
一
九

O
六
年
イ
ギ

リ
ス
海
上
保
険
法
第
五
七
条
第
二
恨
の
い
ず
れ
の
基
準
に
よ
る
も
の
か
は

不
明
で
あ
る
。

六
、
第
五
は
、
船
舶
の
傘
捕
に
つ
い
て
の
判
例
で
あ
る
。

〔
判
例
日
〕

F
E
S
Sぽ
ロ
。
ユ
O
R曲目

ω・ω・の
OH唱・
4
・
4
5仲間

z
c
s
s

N
V
写
島
正
問
。
司
・

ω
8・0・
M
W

・
0
(
の
O
自の同)・

八
事
実
〉
一
九
六
六
年
三
月
、
保
険
に
付
さ
れ
て
い
た
〉
巳
S
号
は
、

ω岡
山
問
。
旨
川
の
河
口
に
あ
る
の

8
ω
F
r
a
g閣
に
到
着
し
た
と
こ
ろ
、

積
荷
図
録
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
膨
大
な
量
の
積
荷
が
発
見
さ
れ
て
、
船

舶
は
ベ
ト
ナ
ム
の
税
関
に
乗
り
込
ま
れ
、
港
に
護
送
さ
れ
た
。
そ
し
て
特

別
裁
判
が
関
か
れ
、
船
長
は
無
罪
と
な
り
放
免
さ
れ
た
が
、
船
員
の
う
ち

の
数
名
は
密
輸
罪
で
有
罪
と
な
り
、
船
舶
は
没
収
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
船

舶
の
解
放
の
た
め
多
く
の
努
力
が
な
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
船
舶
は

F
F
m
o
p
港
に
停
泊
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
の
で
、
原
告
船
舶
所
有
者
が
現

実
全
損
と
し
て
全
損
金
を
請
求
し
た
。

〔
判
旨
〕

ρ
-
W・O
・。。

g旨
2
n庄
の

SHF
玄
ヲ

T
S
W伶
露
。
n品会同・

「
没
収
命
令
は
、
捕
獲
審
検
所
に
よ
っ
て
船
舶
の
没
収
の
判
決
が
出
た

場
合
に
は
、
原
告
の
船
舶
の
所
有
権
を
奪
う
と
い
う
こ
と
は
真
実
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
回
復
の
で
き
な
い
剥
奪
の
基
準
は
、
回
復
の
見
込
の
な
い

一O
四

場
合
の
基
準
よ
り
も
は
る
か
に
厳
し
い
も
の
で
あ
る
。
・
:
:
・
私
は
、
船
舶

の
問
復
で
き
な
い
程
の
剥
奪
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
認
定
す
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
る
と
思
う
。
」

本
判
決
は
、
捕
獲
審
検
所
の
判
決
に
よ
る
場
合
に
は
現
実
全
損
に
な
る

と
し
た
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
、
現
実
金
援
と
な
る
こ
と
は
、

{
叩
叫
}

傘
捕
の
場
合
に
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

第
三
節
小
括

一
、
第
一
節
お
よ
び
第
二
節
で
見
て
き
た
よ
う
な
船
舶
の
現
実
全
損
に

つ
い
て
争
わ
れ
た
、
若
し
く
は
現
実
金
援
に
関
し
て
の
見
解
が
述
べ
ら
れ

た
判
例
、
ま
た
は
、
現
実
全
損
に
関
し
て
述
べ
て
い
る
学
説
を
も
と
に
し

て
、
船
舶
の
現
実
全
損
の
成
立
す
る
範
簡
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
ま
と
め

て
み
る
こ
と
に
す
る
。

ニ
、
ま
ず
第
一
節
で
は
、
一
九

O
六
年
以
前
の
船
舶
の
現
実
全
損
に
関

す
る
代
表
的
な
判
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は

現
実
全
損
が
次
の
場
合
に
成
立
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も

〈

幻

〉

す
な
わ
ち
、

m
g
H
4・
p
r色
。
同
事
件
で
は
船
舶
が
被
保
険
危
険
に

ハ
mv

よ
っ
て
完
全
に
破
壊
さ
れ
た
場
合
に
、
関
口
問
問
Z
4・
明
色
診
事
件
に
よ
れ

ば
船
舶
と
し
て
の
特
徴
を
維
持
し
て
い
な
い
場
合
に
、
烈

o
g噂
〈
・
出
陣

-z・

〈

m
m
v

品
世
司
事
件
に
よ
れ
ば
、
船
舶
が
元
の
種
類
の
物
と
し
て
存
在
し
て
い
な
い

場
合
に
、

F
0
4
曲
昆
。
。
・

4
d
g
宮市内
n
r
g
g
玄
E
S
F田・の
0
・

{

ぬ

)

ハ

氾

〉

事
件
や

ω色白世間

ω
r
e
d
F
M
H
S
O吋叩ョ。。・
4
・
宮
酔
白
色
芯
事
件
に
お

ハ伺
M
V

け
る
宮
正
当
尽
き
ロ
の
見
解
に
よ
れ
ば
船
舶
が
難
破
物
と
な
り
そ
の
修



繕
が
船
舶
の
再
建
に
等
し
い
よ
う
な
場
合
に
、
問
。

g
官
ヲ
向
島
広
際
司
事

(mω
〉

件
に
よ
れ
ば
船
舶
が
沈
没
し
て
引
揚
げ
が
物
理
的
に
不
可
能
で
あ
る
場
合

ハ
引
制
〉

に
、
回
R
r
R
J『・
M
m
ロ
き
口
事
件
に
よ
れ
ば
船
舶
が
莫
大
な
損
害
を
受
け

修
繕
し
な
け
れ
ば
航
行
す
る
こ
と
が
で
き
ず
か
っ
必
要
な
修
繕
が
で
き
る

港
に
曳
航
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
、
そ
れ
ぞ
れ
現
実
全
損
と
な
る

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
代
表
的
な
判
例
の
ほ
か
に
も
数
多
く
の
現
実
全
損
に

関
す
る
判
例
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
判
例
が
基
礎
と
な
っ
て
、
一
九

O
六
年

イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
の
現
実
全
損
に
関
す
る
規
定
が
定
め
ら
れ
た
の
で

あ
る
。一
二
、
次
に
、
一
九

O
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
の
現
実
全
損
の
規
定

が
、
そ
の
後
の
判
例
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
か
を
見
て

み
よ
う
。

ま
ず
、
の
g
円
習
の

c
z
p
ω
0
5
色

町

【

U0・
ぐ
-
∞
H
g
E
E
Y向
2
2

(

お

〉

F
E窓
口
円
ゅ
の
O
J
E
ι
・
事
件
で
は
、
船
舶
が
座
礁
し
、
船
舶
と
し
て
は

存
往
し
て
い
る
も
の
の
物
理
的
に
離
礁
が
不
可
能
な
場
合
に
、
一
九

O
六

年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
第
五
七
条
第
一
項
の
第
一
ニ
の
基
準
で
あ
る
「
被

保
険
者
が
保
険
の
目
的
物
を
奪
わ
れ
て
そ
の
回
復
が
不
可
能
で
あ
る
場

合
」
に
含
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

ま
た
、
の
さ
S
Z
H
〉
・
の
忠
2
叫，
c
m
m主
要
rmHP問。

mu--Tι
・

(

お

)

〈

-
m，H
田口広

S

F吉岡田口
E
n
c
-
事
件
で
は
、
判
決
以
前
に
は
見
解
が
分

か
れ
て
い
た
沈
没
の
解
釈
、
す
な
わ
ち
、
沈
没
は
必
然
的
に
現
実
全
損
に

海
上
保
険
法
に
お
け
る
現
実
金
援
の
概
念

な
る
の
か
、
沈
没
に
よ
っ
て
も
現
実
全
損
に
な
ら
な
い
場
合
が
存
在
す
る

の
か
と
い
う
点
に
閉
附
し
て
、
後
者
の
見
解
を
採
用
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
た
。

〈

幻

)

そ
し
て
、
沼
田
同
え
g
口
弘
明

u
r
z聞
の

0
・

E
L・
ヲ
∞
0
2・
事
件
や

〈
叩
品

V

3
5
5
2
5
H
Oユ
g
s
-
ω
・
ω
-
C
Hヲ
ヲ
巧
ユ
間
古
事
件
で
は
、
船
舶

が
傘
織
さ
れ
、
捕
獲
確
認
裁
判
に
従
っ
て
没
収
さ
れ
た
場
合
は
現
実
金
援

に
な
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
∞
同
・
忽
間
同
開
曲
円
。
ぺ
凹
叫
，

E
田y
c
p
d
-
z
m
i
'

〈
ぬ
)

町民

o
g
h
v
c
g
a
m
-
F
Z
S
2
0
。。

Jva-
事
件
で
は
、
船
舶
損
害
が

遅
延
に
よ
っ
て
生
じ
た
場
合
に
は
現
実
全
損
は
成
立
し
な
い
と
判
示
さ
れ

た。
図
、
以
上
の
よ
う
な
判
例
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
た
解
釈
、
ま
た
は
、

〈

必

〉

現
実
全
損
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
学
説
に
よ
れ
ば
、
一
九

O
六
年
イ
ギ
リ

ス
海
上
保
険
法
第
五
七
条
第
一
項
で
規
定
さ
れ
て
い
る
現
実
全
損
は
、
船

舶
に
関
し
て
次
の
場
合
に
成
立
す
る
と
言
え
る
。

ま
ず
、
船
舶
が
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
海
底
に
沈
む
か
、
あ
る
い
は
火
災

に
よ
っ
て
船
舶
が
灰
の
山
と
化
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
船
舶
が
航
海
の
途

中
で
被
保
険
危
険
に
よ
っ
て
全
く
解
体
し
た
状
態
に
変
わ
り
、
元
の
種
類

の
物
と
し
て
存
在
し
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
船
体
は
ま
だ
一
体
と

し
て
の
状
態
を
保
っ
て
い
る
も
の
の
、
船
舶
と
し
て
は
破
壊
さ
れ
、
難
破

(HU) 

物
と
し
て
の
み
存
在
す
る
場
合
に
現
実
全
損
が
成
立
す
る
。

こ
れ
ら
は
、
一
九

O
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
第
五
七
条
第
一
項
の

第
一
の
基
準
お
よ
び
第
二
の
基
準
に
よ
っ
て
現
実
全
損
と
な
る
の
で
あ
る

一O
五



が
、
し
か
し
、
そ
の
い
ず
れ
の
基
準
広
よ
る
の
か
は
、
第
一
の
基
準
の
内

容
が
判
例
に
よ
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
断
言
す

る
こ
と
は
関
難
で
あ
る
。

ま
た
、
船
舶
が
沈
没
し
回
復
す
る
機
会
が
な
く
な
っ
た
場
合
ゃ
、
船
舶

が
莫
大
な
損
害
を
受
け
、
修
絡
を
し
な
け
れ
ば
航
行
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
か
つ
必
要
な
修
繕
が
で
き
る
港
に
曳
航
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
場

合
、
そ
し
て
、
船
舶
が
象
捕
さ
れ
、
裁
判
所
の
命
令
に
よ
っ
て
没
収
さ
れ

若
し
く
は
売
却
さ
れ
た
場
合
に
も
現
実
全
損
が
成
立
し
、
こ
れ
ら
は
、
一

九
O
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
第
五
七
条
第
二
恨
の
第
一
一
一
の
基
準
に
よ

っ
て
現
実
全
損
と
な
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
船
舶
が
ま
だ
難
破
物
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、

修
繕
さ
れ
た
後
の
船
価
を
超
え
る
費
用
を
か
け
な
け
れ
ば
修
繕
す
る
こ
と

が
全
く
不
可
様
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
し
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
船
長
が

善
意
で
、
か
つ
慎
重
な
所
有
者
が
保
険
を
か
け
て
い
な
い
場
合
に
行
動
す

る
よ
う
に
行
動
し
て
、
船
舶
が
位
置
す
る
場
所
で
船
舶
を
売
却
す
る
な
ら

(
必
)

ば
、
こ
の
場
合
は
現
実
金
損
と
な
る
。

た
だ
し
、
こ
の
場
合
に
、
現
実
全
損
が
一
九

O
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保

険
法
の
ど
の
条
文
に
よ
っ
て
成
立
す
る
の
か
、
す
な
わ
ち
、
同
法
第
五
七

条
第
二
慌
に
よ
っ
て
現
実
全
損
と
な
る
の
か
、
間
法
第
六
二
条
第
七
項
に

〈

必

〉

よ
っ
て
処
理
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
だ
決
着
が
つ
い
て
い
な
い
。

な
お
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
も
し
船
長
が
船
舶
の
所
有
者
と
交
信
す

る
こ
と
が
不
可
能
で
な
け
れ
ば
、
船
長
は
、
い
か
な
る
事
情
に
お
い
て

一O
六

も
、
船
舶
を
売
却
す
る
こ
と
に
つ
い
て
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
実

際
上
、
極
め
て
稀
な
場
合
を
除
い
た
す
べ
て
の
場
合
に
お
い
て
、
自
宅
に

い
る
所
有
者
は
、
船
舶
の
状
態
に
つ
い
て
船
長
か
ら
情
報
を
受
取
っ
た
時

に
は
、
船
舶
が
現
実
に
難
破
物
と
な
っ
て
い
る
場
合
を
除
い
て
、
全
損
と

し
て
回
収
す
る
こ
と
を
望
む
な
ら
ば
、
す
ぐ
に
委
付
の
通
知
を
な
す
に
相

ハ
叫
)

途
な
い
と
忽
わ
れ
る
。

従
っ
て
、
も
し
船
長
が
船
舶
の
所
有
者
と
交
信
す
る
こ
&
が
不
可
能
で

な
け
れ
ば
、
船
長
は
い
か
な
る
事
情
に
知
い
て
も
、
船
舶
を
売
却
す
る
こ

と
に
つ
い
て
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
れ
、
ま
た
現
代
に
お
い
て
は
、
船

長
が
所
有
者
と
交
信
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
よ
う
な
状
況
は
ま
っ
た

く
と
骨
出
回
っ
て
い
い
ほ
ど
存
在
し
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
故
こ
の
問
題
が

今
後
裁
判
に
よ
っ
て
争
わ
れ
、
開
明
ら
か
に
さ
れ
る
可
能
性
は
非
常
に
少
な

い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

〈

1
〉

(
M
g
m
)
帥
回
目
ロ
問

-z・。・
M
g・
門
判
例
口
〕
参
照
。

(

2

)

M
〉

2
4
0
C
F
P
F〉
君
。
司
豆
、
r
E
Z何
回
沼
帥

C
F
p
z
n開
〉
Z
U
〉
〈
何
回
F
P
O開

由
日
吋

(
H
e
r
a
-
S∞
同
)
は
、
ど
の
よ
う
な
種
類
の
災
脅
か
現
実
全
損
に
該
当

す
る
か
の
検
討
に
対
し
て
は
、
F
o
&
〉
V
Z向
型
の
言
葉
に
よ
る
解
答
よ
り
も

一
層
妥
当
な
そ
し
て
理
解
力
の
あ
る
解
答
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
述

べ
て
い
る
。

(
3
)

保
険
の
目
的
物
が
元
の
種
類
の
物
と
し
て
残
っ
て
い
る
場
合
に
、
委
付
の

通
知
が
必
要
な
鵬
首
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
船
舶
上
の
保
険
に
関
し
て
は
、
保
険
者
に
調
査
の
手
段
と
詐
欺
に
対
す
る
防
御

の
手
段
と
を
与
え
る
こ
と
、
保
険
者
が
自
分
等
の
利
益
に
な
る
と
思
う
な
ら
ば

船
舶
を
修
繕
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
保
険
者
が
全

掘
調
と
し
て
の
責
証
を
負
う
な
ら
ば
、
損
失
を
被
っ
た
時
か
ら
そ
の
船
舶
の
所
有
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Þ
(
詑
令
子
o
U
 -'J';誌

や
幼
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N
O
U
L
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r
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 at 
933. 

(
公
)
Barker 
v
，
 Janson 
(1868) 
L.R. 
3
 C.P. 
at 
305. 

(
公
)
G
e
o
r
g
e
 C
o
h
e
n
，
 So
n
 &
 Co. 
v. 
Standard 

M
a
r
i
n
e
 
Insurance 

Co.
，
 Ltd. 
(1925) 
21 
Ll.L. 
Rep. 
at 
3:t 

(三
)
E. g. 
K
e
m
p
 v. 
Halliday 

(1865) 
34 
L.J，
Q.
B. 
233
，
 (
穿
さ
主
的
〕

~
援
。

(
~
)
 
E. g. 
B
a
r
k
e
r
 
v. 
J
a
n
s
o
n
 
(1868) 
L.R. 
3
 C.P. 
303
，
 
(
案
窓
，
，
"J

~11l~O 

鶏
ム
l
~
重量吉道具」認さと待感:fJiK4Il現~

Q
総
領

(
~
)
 
E. g. 
2
 AR
N
O
U
L
D，
 su
p
r
a，
 at
号
33

(~コ)
G
e
o
r
g
e
 C
o
h
e
n
，
 So
n
 &
 Co. 
v. 
Standard 

M
a
r
i
n
e
 
Insurance 

Co.，
 Ltd. 
(1925) 
21 
Ll.
L
 Rep. 
at 
33. 

(;:':l) 
(1
898) 
A.C. 593 

(;:;) 
ld. 
at 
598. 

(
気
)
Captain J.A. C

a
t
e
s
 T
u
g
 a
n
d
 W
h
a
r
f
a
g
e
 Co.，
 Ltd. 
v. 
Fran. 

klin 
Ins. 
Co. 
(1
927) 
A.C. 
at 
702-3. 

(
お
)

低
料
'
t
'
~~"í

蛍
屯

F関
心
恥
，
.
not 

.;ècl~ミ吋ν
話，.J

.;_!O

(
~
)
 
M
a
r
s
t
r
a
n
d
 Fishing Co" 

Ltd. 
v. 
B
e
e
r
 
(1936) 
56 L
I.L. 
R
e
p
，
 

at 
173. 

(
m
 I
d
，
 at 
172 

(
認
)
8t. 
Margaret's Trust，

 Ltd. 
v. 
Navigators &

 General 
Insu. 

rance Co.，
 Ltd. 
(1949) 
82 
Ll.L. 
R
e
p
，
 at 
767. 

(民
)
Id. 
at 
766. 

(
~
)
 
P
a
n
a
m
a
n
i
a
n
 Oriental 

8.8. 
Corp. 
v. 
W
r
i
g
h
t
 (
1
9
7
0
l
2
 Llo. 

yd's 
Rep. at 
383. 

(
~
)
 
(1836) 
3
 birg
‘
N
.
C
.
2
6
6
.
巡
察
仁
案
寧
口
〕
機
墜
。

(l'¥l) 
(1850) 
L.R. 
15 
Q.B. 
649. 
(
穿
窓
吋
〕
徽
援
。

(g)) 
(1865) 
34 L.
J.Q.B. 233. 

(客
E主
的
〕
徽
議
。

(
g
)
 
(1885) 
1
 T.
L.R. 
228. 
(
穿
窓
"
'
)
機
墜
。

(
お
)
(1
898J 
A
.
C. 
593
，
 P.C. 

(
雰
窓
咽
〕
鵜
f
4
t

~Q

(
~
)
 
Id. 
at 
603. 

C零
~
噌
〕
偽
盟
主
。

(
~
)
 
(1865) 
34 L.
J.Q.B. 
233. 
[雰
E室
町
〕
嶋
監
至
。

(
式
)
(1868) 
L.R. 
3
 C.P. 
303. 
[
家
主
主
的
)

~\g室。

(lf5) 
(1925) 
21 
L
I.
L. 
R
e
p
.
 30，
 K.B.
D. 
[
葬
恵
国
〕
偽
援
。

(
お
)
(1927) 
A
.
C. 
698
，
 P.C. 
(
雰
窓
r
-
)
~
援
。

(t)) 
(1936) 
5
6
 L
I.L. 
Rep. 
163，
 K.
B.D. 
(
案
窓
∞
)

~1ì!i{o 

(
お
)
[1970J 
2
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oyd's 
R
e
p
.
 
365
，
 Q
，B.D. 
(com. 
ct.). 

(
写
~
~
)

~1ì!i{。

(
~
)
 
(1949) 
82 Ll.
L. 
R
e
p
.
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，
 K.B.D. 
(
雰
毒
;
;
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'
)
徽
盗
。

(
~
)
 
E.g. 
2
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N
O
U
L
D，
 su
p
r
a，
 at 
932-35. l
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(
日
制
)
船
舶
と
し
て
破
壊
さ
れ
て
L
ま
っ
た
場
合
と
い
う
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
法
に

お
い
て
は
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
物
環
的
に
破
壊
さ
れ
た
場
合
だ
け
し
か
該
当

し
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
同
じ
く
一
九
O
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険

法
第
玄
七
条
第
一
項
の
第
二
の
基
尚
一
を
適
用
し
た
と
怒
わ
れ
る
、
貨
物
の
現
実

全
績
に
関
す
る
判
例
に
お
い
て
、
商
業
上
の
見
地
か
ら
判
断
す
る
と
い
う
見
解

が
出
さ
れ
て
お
り
、
注
目
に
値
す
る
。
〔
判
例
幻
〕
参
照
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
判
例
に
お
い
て
は
、
船
舶
に
関
し
て
、
路
業
上
の
見
地

か
ら
、
一
九
O
六
年
イ
ギ
リ
久
白
紙
上
保
険
法
第
五
七
条
第
一
項
の
第
一
お
よ
び

第
二
の
基
準
を
適
用
し
て
、
現
実
全
損
を
判
断
す
る
と
判
示
し
た
も
の
が
あ

る
。
同
出
zrHMぷ
刊
「
〉
宮
口
E
ロのゅの。・
4
・河
-
F
・
W
C
H
ロω
門川。同司
JAM-3
司・

印己唱唱
-
M
M印
、
呂
田
口
〉
・
ζ
b
-
H
M
S
(。・
0
・。釦
-
5
3
)
・

(必

)
3
3
4
2
F
戸
出
可
弘
一
命
(
同
∞
冊
目
)
怠
「
同
・
。
・
司
・
M
G

吋
〔
判
例
ロ
〕
参

照。
(
必
)
こ
の
場
合
に
、
一
九
O
六
年
イ
ギ
リ
ス
泌
上
保
険
法
第
六
二
条
第
七
項
を

適
用
し
た
判
例
が
あ
る
。
〈
m
n
g
d
E

。
己
。
。
・
4
・
d
三。
U
H
5
2
s
s
m。

2
m
Q
え
の

B
Zロ
(
H
U
N
日
)
自
己

-r
河
3
・
2
昂
‘
。
・
〉
・
〔
判
例
凶
〕
参

照
。
詳
し
く
は
、
第
四
章
第
二
節
参
照
。

(
H
H
)
U
2
M
〉
同
2
0
C
F
0
・
言
、

E
w
m仲由日甲・

(
日
目
〉
〉
5
可制
L
U
U
ω
言
。
自

zzw聞記向。ロ円
U
P
F
玄
2
話
会
∞
叫
凶
)
円
、
a
M
N

品句・ハ
U

・N
N
N
・

第
三
寧
貨
物
の
現
実
会
損
の
成
立
す
苓
範
囲

第
一
節
一
九

O
六
年
以
前
の
代
表
的
判
例

一
、
い
か
な
る
場
合
に
貨
物
の
現
実
全
損
が
成
立
す
る
か
を
、
一
九

O

六
年
イ
ギ
り
ス
海
上
保
険
法
の
施
行
以
前
の
判
例
に
よ
っ
て
検
討
し
て
い

く
こ
と
に
す
る
が
、
本
節
に
お
い
て
は
、
易
損
性
貨
物
の
綴
筈
な
ど
の
貨

物
独
自
の
損
害
の
場
合
に
の
み
検
討
す
る
こ
と
に
し
、
船
舶
と
共
通
し
た

一O
入

損
害
の
場
合
は
割
愛
す
る
こ
と
に
す
る
。

二
、
ま
ず
、
易
損
性
貨
物
の
現
実
全
績
の
判
例
に
つ
い
て
見
て
み
よ

〉
円

J
O

〔
判
例
日
〕
河
S
C
M

〈・

ω
2
-
zき
司
(
凶
器
出
)ω

聞出口問・

2
・。
-

N

2

・
H
U
N

M
W
D

拘・河内山一司・品目
ω
・

〈
事
実

V

一
八
一
一
二
年
六
月
、
〈
回
一
宮
崎
巳
き
か
ら
国
O
L
2
2
ま
で
分

損
不
担
保
の
条
件
で
保
険
に
付
さ
れ
た
獣
皮
を
積
ん
だ
船
舶
H
N
O
B
-
田口。

号
は
、
航
海
の
途
中
、
悪
天
候
に
よ
り
溺
口
が
で
き
、
そ
れ
を
修
緩
す
る

た
め
に
同
ぽ

γ
5町
む
に
入
浴
し
た
。
獣
皮
は
巴
む
を
得
ず
陸
揚
さ
れ

た
が
、
浸
水
か
ら
の
湿
気
に
よ
っ
て
引
起
こ
さ
れ
た
初
期
の
腐
敗
状
態
に

あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
や
が
て
、
目
的
地
に
到
達
す
る
前
に
獣
皮
と
し
て

の
性
質
を
失
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
売
却
さ
れ
た
。
船
舶
は
そ
の
後
修
繕

さ
れ
、
残
り
の
積
荷
を
乗
せ
て
出
航
し
た
。
獣
皮
の
所
有
者
で
あ
る
原
告

は
、
損
害
と
売
却
の
通
知
を
同
時
に
受
け
取
っ
た
が
、
委
付
の
通
知
を
す

る
こ
と
な
く
被
告
保
険
者
に
金
損
金
を
請
求
し
た
。
。
2
2
0聞
の
osa

g
cロ
苫
何
回
ω

で
は
原
告
の
請
求
は
認
め
ら
れ
ず
、
原
叫
ん
同
上
訴
。

〈
判
官
〉
の
OEHHO同
M
W
M円

n
Z宮
市
ア
ピ
丘
〉
乞
異
常
-

「
本
件
に
お
い
て
、
陪
審
は
、
獣
皮
の
形
で
は
決
し
て
到
達
で
き
な
い

ほ
ど
獣
皮
は
海
の
危
険
に
よ
っ
て
著
し
い
損
宮
引
を
被
っ
た
と
認
定
し
た
。

す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
発
酵
と
腐
敗
の
進
行
に
よ
っ
て
、
目
的
地
の
港
に

鉄
広
が
到
達
す
る
前
に
、
そ
れ
ら
全
部
の
滅
失
は
避
け
難
い
も
の
と
な
っ

た
。
そ
れ
ら
は
、
船
船
か
ら
外
に
取
り
出
さ
れ
た
時
に
は
、
完
全
に
は
減



失
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
、
損
害
を
被
る
当
事
者

の
利
益
の
た
め
の
救
助
物
と
な
り
、
従
っ
て
売
却
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
損

害
と
売
却
の
事
実
は
同
時
に
被
保
険
者
に
知
ら
さ
れ
た
。
被
保
険
者
も
保

険
者
も
、
こ
の
時
に
は
獣
皮
の
上
に
支
配
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
ず
、
ま

た
、
い
か
な
る
干
渉
に
よ
っ
て
も
結
果
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
そ
れ
故
、
こ
れ
は
貨
物
の
解
釈
全
損
と
呼
ぶ
事
例
で
は
な
く
、
貨
物

の
絶
対
全
損
の
事
例
で
あ
っ
た
と
我
々
に
は
思
え
る
。
」

本
判
決
は
、
易
損
性
貨
物
が
航
海
中
に
損
害
を
受
け
た
た
め
、
中
間
港

で
荷
卸
さ
れ
た
が
、
急
速
に
腐
敗
が
進
行
し
て
い
る
状
態
に
あ
っ
た
た
め

に
、
目
的
地
に
到
達
す
る
前
に
本
来
の
貨
物
の
性
質
が
失
わ
れ
る
こ
と
が

確
実
で
あ
っ
た
の
で
、
巳
む
を
得
ず
売
却
さ
れ
た
場
合
に
、
現
実
全
掠
が

(

l

)

 

成
立
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
こ
の
点
に
意
義
が
あ
る
。

ま
た
本
判
決
に
お
い
て
は
、
円
C
E
〉
r
g
m
m
H
が
、
保
険
の
自
的
が
完

全
に
破
壊
若
し
く
は
壊
滅
し
た
場
合
、
保
険
の
目
的
が
、
被
保
険
危
険
に

よ
っ
て
、
到
達
を
確
保
す
る
こ
と
が
被
保
険
者
ま
た
は
保
険
者
の
カ
の
全

く
及
ば
な
い
位
置
に
鷺
か
れ
た
場
合
に
、
現
実
全
援
が
成
立
す
る
と
述
べ

内

2
)

て
お
り
、
こ
の
点
も
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

一
回
一
、
次
は
、
船
舶
お
よ
び
貨
物
の
売
却
の
場
合
の
判
例
で
あ
る
。

〔
判
例
ロ
〕
明
白

5
4
4
2
P
〈
・
出
戸
念
公
∞
出
血

)SHEM-PHν
・
M
C
吋・

八
事
実
〉
保
険
に
付
さ
れ
た
木
材
を
積
ん
だ
船
舶
〉
さ
ロ
号
は
、

F
2
0
G
E
C
日
へ
向
か
う
途
中
、
一
八
六
一
年
二
一
月
に

F
r
z
g口ゅ

に
到
着
し
た
が
、
氷
が
船
舶
を
取
り
囲
み
、
船
舶
は
航
海
を
続
け
る
こ
と

海
上
保
険
法
に
お
け
る
現
実
全
損
の
概
念

が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
一
八
六
二
年
一
月
に
査
定
人
が
船
舶
の

売
却
を
主
張
し
、
さ
ら
に
同
年
四
月
、
最
も
慎
重
な
方
法
と
し
て
船
舶
と

積
荷
を
共
に
売
却
す
べ
き
で
あ
る
と
査
定
人
が
提
案
し
た
た
め
、
同
年
五

月
、
船
舶
加
と
積
荷
は
売
却
さ
れ
た
。
積
荷
の
所
有
者
で
あ
る
原
告
は
委
付

の
通
知
を
す
る
こ
と
な
く
被
告
保
険
者
に
全
損
金
を
請
求
し
た
。

〈
判
旨
〉
の
o
d
H
件
。
同
。
。
陸
自

S
E
g
p
ω
S
E
r
H・

「
我
々
は
、
こ
の
よ
う
な
売
却
は
現
実
全
損
で
あ
っ
た
と
答
え
る
。
正

当
な
売
却
は
所
有
権
を
移
転
し
、
被
保
険
危
険
の
発
生
か
つ
結
果
と
し
て

所
有
権
が
被
保
険
者
か
ら
移
転
す
る
と
き
は
、
積
荷
は
、
あ
た
か
も
破
壊

さ
れ
た
の
と
同
様
に
、
被
保
険
者
に
と
っ
て
は
現
実
に
失
わ
れ
た
の
で
あ

る
。
も
し
、
委
付
の
通
知
が
な
さ
れ
た
な
ら
ば
、
船
舶
問
ま
た
は
積
荷
が
全

部
ま
た
は
一
部
分
で
も
救
助
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
場
合
に
は
、
保
険
者

の
利
益
が
売
却
に
よ
っ
て
時
に
は
犠
牲
に
な
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
我
々

は
知
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
件
で
証
明
さ
れ
た
よ
う
な
正
当
な
売
却
が

現
笑
全
損
に
な
る
と
判
示
さ
れ
な
け
れ
ば
、
委
付
の
通
知
に
よ
っ
て
解
釈

全
損
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
は
、
委
付
の
通
知
を
し
て
、
船
舶
ま

た
は
積
荷
を
売
却
せ
ず
に
滅
失
す
る
に
任
せ
て
お
く
方
が
被
保
険
者
の
利

益
に
な
り
、
売
却
に
よ
る
救
助
物
の
利
益
も
委
付
の
通
知
に
婆
し
た
遅
延

の
た
め
に
失
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
我
々
は
ま
た
知
っ
て
い
る
。
」

本
判
決
は
、
正
当
な
売
却
は
現
実
全
損
に
な
る
こ
と
を
判
示
し
て
お

ハ
3
)
り
、
こ
こ
に
意
義
が
あ
る
。

凶
、
次
も
貨
物
の
売
却
の
場
合
の
判
例
で
あ
る
。
一O九



〔
判
例
目
〕

ω
2邑
2
ω
4・
国
司
宮
崎
〈
お
吋
由

)
S
H
E
-可
・
台
市
w
・

八
事
実
〉
原
告
は
、

V
Z
2
3
0
-
と

ピ

邑

S
で
事
業
を
営
ん
で
お

り
、
一
八
七
二
年
一
二
月
一
九
日
、
。
良
品
即
時
か
ら
績
浜
へ
石
炭
の
積
荷

を
運
送
す
る
目
的
で
、
ド
イ
ツ
船
舶
冨
R
M『
〉
ロ
ロ
曲
号
の
所
有
者
と
傭
船

契
約
を
結
ん
だ
。

原
告
に
よ
っ
て
保
険
を
付
さ
れ
た
積
荷
を
乗
せ
た
船
舶
は
、
一
八
七
三

年
二
月
二
日
、
の
阻
止
即
時
を
出
航
し
た
が
、
六
月
と
九
月
に
暴
風
雨
に
遭

遇
し
、
マ
ス
ト
を
失
っ
て
し
ま
い
、
積
荷
の
一
部
を
船
外
に
投
策
す
る
必

要
が
山
山
て
き
た
。

船
舶
は
非
常
に
危
険
な
状
態
に
置
か
れ
た
の
で
、
船
長
は
避
難
港
に
も

っ
と
も
近
い
出
O
国

間

関

g聞
に
向
か
っ
て
進
行
し
、
一

O
月
一

O
日
に

到
達
し
た
。

そ
こ
で
船
長
は
通
常
の
海
難
報
告
蓄
を
作
成
し
、
船
舶
は
立
ち
合
い
検

査
を
受
け
、
危
険
な
状
態
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
積
荷
が
陵

揚
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
も
し
横
浜
に
運
送
し
て
い
た
な
ら
ば
自
然
発
火
の
重

大
な
危
険
が
あ
る
ほ
ど
積
荷
は
損
害
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
の

で
、
緩
定
人
は
公
的
な
競
売
に
よ
っ
て
売
却
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
勧
告

し
、
そ
れ
は
実
行
さ
れ
た
。
そ
ζ

で
原
告
は
被
告
保
険
者
に
全
損
金
を
議

求
し
た
。

〈
判
旨
〉

ρ
5
2
.帥
切

g
n
r
o芝
ZFOP-wgnrpHS・
M
-

「
石
炭
の
積
荷
は
海
国
有
の
危
険
に
よ
っ
て
直
ち
に
売
却
す
る
必
要
が

あ
る
ほ
ど
の
損
害
を
受
け
、
し
か
も
売
却
さ
れ
た
と
い
う
事
実
は
全
損
金

一一

O

を
構
成
す
る
の
に
十
分
で
あ
る
。
」

本
判
決
に
お
い
て
は
、
売
却
さ
れ
た
時
に
は
、
ま
だ
石
炭
は
一
万
の
種
類

の
物
と
し
て
存
在
し
て
い
た
が
、
一
持
ぴ
船
積
み
し
て
航
行
し
た
と
し
て
も

非
常
に
危
険
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
そ
の
売
却
を
正
当
な
も
の
と
し

四

aa官
》

て
、
被
保
険
者
に
現
実
全
損
と
し
て
の
全
損
金
の
請
求
を
認
め
た
点
に
意

義
が
あ
る
。

玉
、
次
は
捕
獲
の
場
合
の
判
例
で
あ
る
。

〔
判
例
U
〕

ω苛
山
口
問
巾
H

，、・開

a
E
r
g品
ω
8邑
渉
窓
同
同
町
田
時
同
ロ
田
昌
同

g
n品

。0・。
∞
叶

S
F・
同
・
日

ρ・
ω・朗唱曲・

八
事
実
V
原
告
は
、
ロ

g
r
u
m
d司
2
0
号
と
い
う
名
の
船
舶
に
乗
せ
た

積
荷
に
、
玄
曲
S
8
2
2
か
ら
〉

sa--n同
へ
の
航
海
の
期
間
で
、
「
す
ベ

(5V 

て
の
国
王
お
よ
び
人
民
の
強
傷
、
抑
止
お
よ
び
抑
留
」
を
含
む
通
常
の
危

険
に
対
し
て
保
険
を
什
し
た
。

し
か
し
、
航
海
の
途
中
、
一
八
六
三
年
一
一
月
五
日
に
、
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
の
巡
洋
般
に
牟
捕
さ
れ
、

Z
。君。
H-gg
に
連
行
さ
れ
、
そ
こ
で

審
判
を
し
て
捕
獲
者
に
戦
時
品
と
し
て
の
合
法
な
賞
を
与
え
る
と
い
う
目

的
で
、
船
舶
お
よ
び
積
荷
に
対
す
る
訴
訟
が
始
め
ら
れ
た
。
原
告
は
委
付

を
せ
ず
に
、
捕
獲
者
の
請
求
と
争
っ
た
。

一
八
六
四
年
六
月
一
六
日
に
、
捕
獲
審
検
所
は
、
捕
獲
者
に
対
し
て
返

還
命
令
を
出
し
た
が
、
同
年
七
月
控
訴
さ
れ
た
ゆ
そ
こ
で
、
控
訴
の
遜
知

を
受
け
取
っ
た
原
告
は
、
被
告
保
険
者
に
対
し
て
委
付
の
通
知
を
し
た

が
、
そ
の
承
諾
を
拒
絶
さ
れ
た
。



一
八
六
四
年
二
一
月
七
日
お
よ
び
一
八
六
五
年
二
月
九
日
に
、
原
告

は
、
捕
獲
審
検
所
長
官
が
裁
判
所
に
積
荷
の
売
却
を
命
じ
た
こ
と
を
被
告

に
通
知
し
た
。

積
荷
の
売
却
は
、
そ
の
積
荷
金
額
の
供
託
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
積
荷
の

保
釈
金
に
よ
っ
て
妨
げ
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
積
荷
の
質
が
か
な
り
低
下

し
た
た
め
に
原
告
も
被
告
も
調
停
を
し
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
一
八
六
五
年

五
月
二
六
臼
に
裁
判
所
の
命
令
で
積
荷
は
売
却
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
一
八

六
五
年
七
月
一
五
日
、
売
却
の
通
知
を
受
け
取
っ
た
原
告
は
、
被
告
に
対

し
て
そ
の
事
実
を
告
げ
、
一
得
び
委
付
の
通
知
を
し
て
、
全
損
金
な
誇
求
し

た
o
C
5
3が

w
g与
で
は
原
告
の
請
求
が
認
容
さ
れ
た
た
め
、
被
告

上
訴
。

〈
判
旨
〉
の

S
H件
。
同
開
》
内
内
官
官
。
同
〈
リ

g
s
r。
p
m
o
z予
の
切
・

「
こ
の
事
件
の
状
況
に
お
け
る
売
却
命
令
、
そ
し
て
、
積
荷
の
所
有
者

側
の
怠
慢
が
何
も
な
い
状
況
の
も
と
で
の
売
却
に
関
し
て
、
我
々
は
、
全

損
の
中
の
一
場
合
と
し
て
取
扱
わ
れ
た
と
き
に
売
却
が
原
告
を
正
当
化
す

る
か
ど
う
か
を
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
私
の
意
見
と
し
て
は
、
積

荷
の
売
却
命
令
、
並
び
に
命
令
の
も
と
で
の
積
荷
の
売
却
は
、
永
久
に
所

有
者
か
ら
積
荷
の
占
有
を
奪
う
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
所
有
者
か
ら
元

の
種
類
の
物
と
し
て
積
荷
を
再
占
有
す
る
こ
と
を
奪
う
も
の
で
あ
れ
ば
、

原
告
に
全
損
の
一
場
合
と
し
て
取
り
扱
う
権
利
を
与
え
る
と
考
え
る
。
」

「
こ
れ
ら
の
状
況
に
お
い
て
は
、
本
件
は
委
付
の
通
知
の
有
無
に
関
係

な
く
全
擦
の
一
一
場
合
で
あ
り
、
と
も
か
く
本
件
で
は
合
理
的
期
間
内
に
委

海
上
保
険
法
に
お
け
る
現
突
全
損
の
概
念

付
の
通
知
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
原
告
は
回
復
す
る
権
利
を

有
し
、

ρ
5
3
.曲
H
w
g
n
y

の
判
決
を
支
持
す
る
と
い
う
の
が
、
我
々
全

員
の
意
見
で
あ
る
。
」

本
判
決
で
は
、
捕
獲
審
検
所
の
判
決
に
よ
っ
て
積
荷
が
売
却
さ
れ
た
場

(

6

)

 

合
に
は
現
実
金
援
と
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

第
二
節
一
九

O
七
年
以
後
の
判
例

一
、
本
節
で
は
、
一
九

O
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
施
行
後
の
貨
物

の
現
実
全
績
に
関
し
て
争
わ
れ
た
判
例
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に

す
る
。二
、
ま
ず
は
、
船
般
の
沈
没
に
よ
っ
て
生
じ
た
積
荷
の
現
実
全
損
に
つ

い
て
争
わ
れ
た
判
例
で
あ
る
。

〔
判
例
目
〕
忍

S
H円。
曲
目

E
m
E
n
c
-
d『・

ω
&四
叩
呈
口

r
c
s
o〕
〉

-n-

閉山
w

∞w
同

M-n・

八
事
実
〉
一
九

O
一
二
年
五
月
、
迄
由
同
日
間
口
す
と
呼
ば
れ
る
宮
同
開
市
(
平
底

の
荷
船
)
は
一
五

O
o
r同
Hsr
の
セ
メ
ン
ト
を

g
-
F
2〈
H
3
8
mの

交
流
で
あ
る

mwro}F2
川
沿
い
の
の
ま
g
E
M刊の
g
g
p
へ
運
送
す
る

目
的
で
航
海
に
出
発
し
た
。

し
か
し
、
航
海
の
途
中
で
、
船
舶
は
川
の
暗
礁
に
打
た
れ
、
船
首
に
大

き
な
穴
が
あ
い
た
た
め
、
川
の
浅
瀬
に
傾
い
て
止
ま
り
、
大
部
分
が
水
沈

し
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
セ
メ
ン
ト
も
大
部
分
が
濡
れ
て
し
ま
い
、
石

に
変
わ
り
、
完
全
に
セ
メ
ン
ト
と
し
て
は
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

セ
メ
ン
ト
は
保
険
に
付
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
保
険
証
券
は
形
式
が
非



常
に
特
別
で
あ
り
、
船
舶
の
全
損
に
よ
る
セ
メ
ン
ト
の
全
損
に
対
し
て
保

険
が
付
さ
れ
て
い
た
。
セ
メ
ン
ト
の
所
有
者
で
あ
る
原
告
は
被
告
保
険
者

に
金
一
損
金
を
請
求
し
た
。

〈
判
官
日
〉

H
U
岡
山
〈
可
。

2
5
M
r
E
H
L
K
F停吉田。ロ・

「
セ
メ
ン
ト
の
損
害
は
絶
対
金
援
で
あ
り
、
解
釈
全
擦
で
は
な
い
J

「
積
荷
の
全
損
は
、
浸
水
し
沈
没
し
た
結
果
と
し
て
生
じ
た
船
舶
の
難

破
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
セ
メ
ン
ト
の
損
害
は
保
険

誌
券
に
よ
っ
て
意
図
さ
れ
た
方
法
で
生
じ
た
も
の
で
あ
る
J

本
判
決
で
は
、
船
舶
が
解
釈
全
娯
で
あ
っ
た
か
否
か
の
論
点
に
つ
い
て

判
示
し
た
カ
ナ
ダ
の

ω名
2
5
0
の
2
3
の
判
決
を
破
棄
し
、
日
却
損
性
貨

物
に
つ
い
て
そ
の
物
の
性
質
が
破
壊
さ
れ
た
場
合
に
は
現
実
全
損
が
成
立

〈

7
〉

す
る
と
判
示
し
て
お
り
、
こ
の
点
に
意
義
が
あ
る
。

三
、
次
は
、
積
荷
の
売
却
に
関
す
る
判
例
で
あ
る
。

〔
判
例
目
〕
回
り

g
r
dア
ω
B
E
H
〔
同
申
立
〕

M

民∞
-
E∞・

〈
事
実
〉
獣
皮
の
積
荷
が
の
白
}
ロ
ロ
江
田
か
ら
出
。
巳
吋
間
同
ω

ま
で
の
保
険
に

付
さ
れ
、
そ
の
積
荷
を
積
ん
だ

ω仲間
g
r
g
H
号
は
、
一
九
一
四
年
七
月
出

航
し
た
が
、
周
年
八
月
一
三
回
、
吋
ユ
g
g
に
到
着
し
た
後
、
イ
ギ
リ
ス

と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
間
に
戦
争
が
始
ま
り
、
積
時
仰
は
陸
揚
げ
さ
れ
て
内
陵

地
に
発
送
さ
れ
た
。
そ
の
後
一
年
以
上
経
過
し
た
一
九
一
六
年
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
政
府
に
よ
っ
て
積
荷
は
徴
用
さ
れ
売
却
さ
れ
た
が
、
一
九
一
一
一
年

ま
で
積
荷
所
有
者
で
あ
る
原
告
は
そ
の
事
実
を
知
ら
ず
、
委
付
の
通
知
は

さ
れ
な
か
っ
た
。
原
告
は
現
実
全
損
が
あ
っ
た
と
し
て
全
損
金
を
請
求
し

た。〈判
旨
〉
閃
百
-
古
出
開
咽
〆
ω阿切
F
凶

r⑦3ロ円各r
U巴
-z玄〈i号即芯Eω巴号日宮吉D2g同口P阿r也阿
∞
F
凶

U岱

「
私
が
法
に
つ
い
て
咽
理
唱
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
法
は
こ
の
よ

う
な
方
針
宏
採
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
被
保
険
危
険
に
よ
っ
て
解
釈
全

損
が
生
じ
、
し
か
し
委
付
の
通
知
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
、
被
保
険

危
険
の
発
生
に
続
い
て
中
断
す
る
こ
と
の
な
い
連
続
し
た
出
泰
事
が
自
然

の
成
行
き
と
し
て
生
じ
、
解
釈
会
損
が
現
実
金
銭
と
な
る
な
ら
ば
、
そ
れ

は
例
え
ば
押
収
に
続
い
て
起
こ
る
没
収
が
あ
る
と
き
な
ど
で
あ
る
が
、
そ

の
よ
う
な
場
合
に
は
保
険
者
は
全
損
に
問
附
し
て
責
任
を
負
う
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
終
的
な
全
擦
が
、
被
保
険
危
険
の
発
生
に
続
い

て
起
こ
っ
た
中
断
す
る
こ
と
の
な
い
連
続
し
た
出
来
事
の
自
然
の
成
行
き

の
結
果
で
は
な
く
、
付
加
的
に
起
こ
る
原
田
闘
の
結
果
で
あ
る
な
ら
ば
、
保

険
者
は
責
任
を
負
わ
な
い
J

「
さ
て
本
件
に
お
い
て
、
全
損
は
被
保
険
危
険
の
必
然
的
な
結
果
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
獣
皮
を
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
持
っ

て
い
き
、
そ
れ
を
寸
ユ
2
8
に
と
ど
め
た
統
治
者
の
抑
止
が
、
最
終
的
な

損
答
に
必
婆
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
:
:
:
し
か

し
、
そ
れ
ら
は
イ
ギ
リ
ス
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
戦
争
を
し
て
い
な
い
時
期

に
そ
こ
に
持
っ
て
こ
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
一
九
一
四
年
八
月
一
三
日
に
宣

戦
布
告
さ
れ
て
か
ら
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
船
舶
が
公
海
に
お
い
て
危
険

に
さ
ら
さ
れ
る
と
と
を
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
が
望
ま
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
そ
こ
に
持
っ
て
こ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
獣
皮
が



そ
こ
に
持
っ
て
こ
ら
れ
た
と
い
う
事
実
は
、
必
然
的
な
、
自
然
の
、
ま
た

は
庭
援
の
結
果
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
に
よ
る
獣
皮
の
最
終
的
な

押
収
、
徴
用
お
よ
び
売
却
を
も
た
ら
し
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
押
収

お
よ
び
売
却
は
、
新
し
い
付
加
的
な
原
因
で
あ
り
、
統
治
者
の
抑
止
の
必

然
的
な
そ
し
て
底
援
の
結
果
で
は
な
か
っ
た
と
私
は
考
え
る
。
」

こ
の
よ
う
に
、
本
判
決
に
お
い
て
は
、
最
初
は
解
釈
全
損
に
過
ぎ
な
か

っ
た
損
害
が
、
そ
の
後
の
常
事
態
に
よ
っ
て
現
実
全
損
と
な
る
場
合
と
は
、

被
保
険
危
険
の
発
生
に
続
い
て
自
然
の
成
行
き
と
し
て
生
じ
た
中
断
す
る

こ
と
の
な
い
連
続
し
た
出
来
事
の
結
果
と
し
て
最
終
的
に
金
援
と
な
る
場

合
で
あ
り
、
例
と
し
て
、
押
収
に
続
い
て
起
こ
る
没
収
の
場
合
を
挙
げ
て

お
り
、
そ
の
場
合
に
は
、
被
保
険
者
は
委
付
の
通
知
を
す
る
こ
と
な
く
全

{
8
)
 

損
金
を
回
収
す
る
権
利
を
持
っ
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

問
、
品
以
後
は
、
貨
物
が
一
万
の
種
類
の
物
と
し
て
存
在
し
て
い
る
か
否
か

で
争
わ
れ
た
判
例
で
あ
る
。

〔
判
例
げ
〕
阿

W
2向
。
吋
出
口
門
目
立
拘
ぎ
り
戸
時

5
2
m
M
M
q・円、片品
J

J
『・

3
日目。円「

〔

H
q吋
ω〕
N
F
-
C
M三
円
回
問
。
同
y
h
F伸
一

y
ρ
・回・

0
(【
U
C
H
S
・
。
?
)
・

八
事
実
〉
原
告
は
、
鐙
光
性
の
照
明
の
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
散
光
器
の
製

作
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
四
つ
の
大
き
な
鋼
鉄
の
注
入
鋳
型

の
所
有
者
で
あ
っ
た
。

鋳
型
は
、
図
。
ロ
間
関

gm
で
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
後
に
、
鋳
型
に

つ
い
て
行
な
わ
れ
た
試
験
に
よ
っ
て
、
現
在
の
状
態
で
は
不
適
当
な
こ
と

が
判
明
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
原
告
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
一
持
切
断
す
る

海
上
保
険
法
に
お
け
る
現
実
全
損
の
概
念

こ
と
の
で
き
る
イ
ギ
リ
ス
ヘ
船
で
運
ぶ
こ
と
を
望
ん
だ
。

一
九
六
六
年
一
一
月
、
原
告
の
運
送
取
扱
人
は
、

M
M
3
R
S
ロ
す
と
い
う

船
舶
で
鋳
型
を
輸
送
し
た
。
し
か
し
、
不
十
分
な
包
装
で
あ
っ
た
た
め

に
、
水
に
は
以
っ
た
こ
と
に
よ
る
腐
食
に
よ
っ
て
鋳
型
は
損
害
を
受
け
、
原

告
は
全
損
金
を
請
求
し
た
。

〈
判
同
日

V
ρ
ω
・0
・
。

0
5
8
0
H円
庄
の
O

ロ
兵
玄
P
E
E
n
o
H
F
H吋・

「
問
題
は
、
鋳
型
の
損
失
の
程
度
で
あ
る
。
私
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
商

業
上
の
立
場
か
ら
見
た
場
合
に
は
、
鋳
型
一
は
航
海
の
簡
に
被
っ
た
損
害
の

結
果
と
し
て
全
損
に
な
っ
た
と
い
う
の
が
真
実
で
あ
る
。
解
釈
全
損
の
問

題
は
議
論
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
、
私
は
そ
れ
ら
が
現
実
全
損
と
し

て
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
と
い
う
の
は
、
腐
食
は
、
航
海
の

前
に
そ
れ
ら
が
持
っ
て
い
た
制
限
さ
れ
た
価
値
を
破
壊
し
、
ス
ク
ラ
ッ
プ

と
し
て
の
金
属
と
し
て
そ
れ
以
上
の
価
値
を
も
っ
て
い
な
い
よ
う
に
鋳
型

を
無
能
な
物
に
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
:
:
:
私
は
、
鋳
型
が
こ
の

よ
う
な
損
害
を
受
け
た
状
態
に
お
い
て
何
ら
か
の
価
値
を
持
っ
て
い
る
こ

と
を
結
論
づ
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
認
定
す
る
。
」

本
判
決
で
は
、
貨
物
が
損
曲
一
回
を
被
っ
た
場
合
に
、
一
冗
の
種
類
の
物
と
し

て
裕
在
す
る
か
夜
か
に
関
し
て
は
、
実
際
の
世
間
業
上
の
立
場
を
考
慮
す
る

(
9
)
 

と
し
て
お
り
、
こ
の
点
に
意
義
が
あ
る
。

第
三
節
小
括

一
、
貨
物
の
現
実
全
損
は
船
舶
の
現
実
全
損
に
よ
っ
て
生
じ
る
こ
と
が

多
い
が
、
必
ず
し
も
船
舶
が
現
実
会
損
と
な
る
場
合
に
は
常
に
貨
物
も
現

一
一
一一一



実
全
損
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
船
舶
が
沈
没
に
よ
っ

て
現
実
全
損
と
な
っ
た
場
合
に
も
、
積
荷
が
他
船
に
積
み
替
え
ら
れ
て
お

り
無
事
で
あ
れ
ば
、
そ
の
積
荷
の
全
損
は
な
く
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
場

合
に
、
積
荷
が
損
傷
状
態
で
救
助
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
現
実
全
損
で
は

な
く
解
釈
全
損
と
し
て
処
理
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

ま
た
逆
に
、
船
舶
は
完
全
一
な
状
態
の
ま
ま
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
脚
部
鎖
性

貨
物
な
ど
の
植
物
合
に
は
、
貨
物
が
破
壊
さ
れ
て
現
実
全
損
と
な
る
こ
と
が

(
凶
}

みの
v
h
v
o
本
節
で
は
、
第
一
節
お
よ
び
第
二
節
で
述
べ
ら
れ
た
現
実
全
損
の
成
立

範
囲
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

一
一
、
ま
ず
第
一
節
で
は
、
一
九

O
六
年
以
前
の
貨
物
独
自
の
現
実
全
損

に
つ
い
て
の
代
表
的
な
一
判
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
そ

こ
で
は
双
山
式
会
頭
が
次
の
場
合
に
成
立
討
マ
」
と
が
認
め
ら
れ
た
。

す
な
わ
ち
、

m
g
H
〈

-
m曲
目
く
邑
D
同
事
件
で
は
、
円
却
損
性
貨
物
が
一
応
の

稲
類
の
物
と
し
て
目
的
地
に
到
逮
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
、
売
却
さ
れ
た
場
合
に
現
実
全
損
を
認
め
、
同
叶
知
叫
ロ
4
0
3
Y
F
出回品。

(uv 

事
件
で
は
、
巴
む
を
得
な
い
場
合
の
究
却
に
現
実
全
損
を
認
め
、

ω
E守

(

日

)

門戸。
3
4・
切
回
同
一
口
問
事
件
で
は
、
貨
物
が
目
的
地
に
到
達
す
る
ま
で
に
一
万
の

種
類
の
物
と
し
て
存
在
し
な
く
な
り
危
険
な
状
態
と
な
る
場
合
に
現
実
全

損
を
認
め
、
さ
ら
に
、

ω
E同市町
2
4
何
回

m
F
r
田邑

ωnえ
ま
V

窓
R
Z
O

ハ一は〉

F
Z
E口
円
。
。
。
事
件
で
は
、
捕
獲
審
検
所
の
判
決
に
よ
っ
て
積
荷
が
売

却
さ
れ
た
場
合
に
現
実
全
一
損
と
な
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

一
一
四

一
二
、
次
に
、
一
九

O
七
年
以
後
の
現
実
全
損
に
つ
い
て
の
判
例
に
つ
い

て
見
て
み
よ
う
。

〈

お

)

ま
ず
、
宮
0
2
3弘
行
仲
間
言
。
。
・
d
ア

ω忠
聞
の
三
井
事
件
で
は
、
易
損

役
貨
物
が
一
元
の
種
類
の
物
と
し
て
存
在
し
な
く
な
っ
た
場
合
に
現
実
全
擦

を
認
め
て
い
る
。

(
日
目
)

次
に
、
明
c
c
r
J刊・

ω主
任
事
件
で
は
、
解
釈
全
損
が
そ
の
後
の
事
態

に
よ
っ
て
現
実
全
績
と
な
る
た
め
に
は
、
押
収
に
続
〈
没
収
の
場
合
の
よ

う
に
、
連
続
し
た
出
来
事
の
結
泉
と
し
て
生
じ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

(

げ

〉

そ
し
て
、
切
。
同
開
号
出
口
ι
円、
K
Z
U
Sロ
8
2
M
M
q
-
V丘
・
ぐ
-
吋
O
ロon}州

事
件
で
は
、
一
九

O
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
第
五
七
条
第
二
恨
の
第

二
の
基
準
に
関
し
て
、
貨
物
が
一
苅
の
種
類
の
物
と
し
て
存
在
し
て
い
る
か

否
か
に
つ
い
て
の
判
断
は
、
実
際
の
商
業
上
の
立
場
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ

る
と
判
示
し
て
い
る
。

問
、
以
上
の
よ
う
な
判
例
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
た
解
釈
、
ま
た
は
、

現
実
全
損
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
学
説
に
よ
れ
ば
、
一
九

O
六
年
イ
ギ
リ

ス
海
上
保
険
法
第
五
七
条
第
一
夜
で
規
定
さ
れ
て
い
る
現
実
全
損
は
、
貨

物
に
関
し
て
次
の
場
合
に
成
立
す
る
と
蓄
え
る
。

ま
ず
、
貨
物
が
被
保
険
危
険
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
場
合
、
そ
し
て
貨

物
が
損
害
を
受
け
元
の
種
類
の
物
と
し
て
存
在
し
て
い
な
い
場
合
、
そ
れ

は
例
え
ば
、
廃
物
ま
た
は
残
骸
物
と
す
る
以
外
の
目
的
で
船
舶
所
有
者
に

ハ
刊
日
)

利
用
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
場
合
な
ど
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
場
合
に
は
、



一
九

O
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
第
五
七
条
第
一
項
第
一
若
し
く
は
第

二
の
基
準
に
よ
っ
て
現
実
全
損
と
な
る
。

ま
た
、
貨
物
が
一
克
の
種
類
の
物
と
し
て
存
在
し
て
い
る
か
一
台
か
の
判
断

〈
泊
四
〉

は
、
笑
際
の
商
業
上
の
立
場
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

次
に
、
笈
物
が
積
荷
の
状
態
の
ま
ま
で
海
底
に
沈
ん
で
し
ま
い
、
そ
の

結
桑
そ
れ
ら
を
回
復
す
る
機
会
が
な
く
な
っ
た
場
合
に
も
現
実
全
損
と
な

〈
鈎
)
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
一
九

O
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保

険
法
第
五
七
条
第
一
世
慌
の
い
ず
れ
の
基
準
に
よ
っ
て
現
実
全
損
と
な
る
か

を
明
言
し
た
判
例
が
な
い
た
め
に
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
不
明
確
で
あ
る

が
、
船
舶
に
お
け
る
判
例
の
態
度
を
考
慮
す
れ
ば
、
同
法
第
五
七
条
第
一

項
の
第
三
の
基
準
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
捕
獲
の
場
合
も
同
様
で

ホ
7
Q
。
さ
ら
に
、
貨
物
が
損
害
を
受
け
た
こ
と
が
判
明
し
た
時
点
で
は
ま
だ
一
%

の
種
類
の
物
と
し
て
存
在
し
て
い
る
場
合
で
も
、
現
実
全
擦
と
な
る
場
合

が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
易
鎖
性
貨
物
が
、
航
海
の
途
中
で
、
急
速
に
腐
敗
が
進
行

す
る
状
態
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
も
し
目
的
地
の
潜
ま
で
返
送
す
る
な

ら
ば
、
貨
物
が
目
的
地
に
到
達
す
る
前
に
、
分
解
・
腐
敗
に
よ
っ
て
元
の

種
類
の
物
で
は
な
く
な
り
、
そ
の
本
来
の
佐
賀
が
全
く
失
わ
れ
る
こ
と
が

確
実
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
己
む
を
得
ず
中
開
港
で
売
却
さ
れ
た
場
合
で
あ

司
令
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
売
却
さ
れ
た
貨
物
に
対
し
て
現
実
全
援
が
あ

海
上
保
険
法
に
お
け
る
現
笑
全
損
の
概
念

ハ
紅
〉

る
と
い
う
法
則
が
、
イ
ギ
リ
ス
法
で
は
確
立
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
1
)

刻。
C
M
A
F

印。一
4
E
凶。】司令∞
ω
間)
ω

切吉岡

-z.円
ド
三
回
∞
r
r
w
M

別ロ間・

同州
3
・鈴仲良坦・

(
2
)

問。
Z
X
4
m
m
ユく山内凶ミ(岡田
ω
由)
ω

∞笠間

-z・。・
ω
片
岡
∞
少
同
印
日
開
ロ
四
'

問。
H
Y

え
品
N
0・

(
3
)

明
2

5
唱。
Z
V
4

岡山
5
0
(
H
∞出品)臼
h
H
F
・』
b-可
-mwHMHO-

〈

4
)
ω
E
E
m
凶作時
ω

戸
凶
僧
江
口
問

(H
∞吋由)臼品
F
・斗・

ω
同品
NH-

(
5
)

こ
の
文
言
は
、
捕
獲
傘
捕
不
担
保
約
款
中
の
「
捕
獲
ま
た
は
傘
捕
」
と
い

う
文
一
一
言
よ
り
も
、
そ
の
窓
味
は
狭
い
。
同
町
E
h
-
H
〈〉累
J
F
g
〉間
H
Z
開
H
Z
印C
同白

〉z
n
開
H

印〔}(品門町
H

。ι・H
司明印)・

〈

6
)

印可山口問。:、・

E
四一
z
r
g
ι
ω
g
H
C
m
r
v
肉主
Z
H
2
2
2
5
刊
の
。
.

(
H

∞吋())回全対・日

ρ
・切・

m
仲間
CP「

(
7
〉
宮
。
E
B値目
F
w
間
r件。。・
4
・

r品開。三
orcs-〕
〉
・
。
・
丘
町
宏
-

(
8
)

明。。昨切

4
・
m
E
x
r
〔H
由日砕い一

N
問・回
-
m
昨日同品・

(
9
)
W
2
.
問。司

ω
口
弘
戸
山
田
『
円
り
は
古
ω
2
m
句。ロ。
n
r
門回申叶臼一〕

N
F
E
H
弘正問。司

間同品印由・

(叩山)句、
R
H
〈〉包
J
F
E
寺、
p
m
H
ω
ω
0
・

日
)
(
同
呂
田
)
臼
盟
諸

-zb・
8
G・
門
判
例
日
〕
参
照
。

(
ロ
)
(
同
∞
忽
)
民

rH・の匂・
8
吋
・
門
判
例
ロ
〕
参
照
。

(お
)

(

H

∞吋由)民間、・
4
・
台
由
・
門
判
例
日
〕
参
照
。

(弘
)

(

H

∞吋凸
)
F・閉山・印

ρ
岡山・

8
p
門
判
例
弘
〕
参
照
。

(
日
)
〔
H
由HC
〕〉・。・

3
∞
・
〔
判
例
目
〕
参
問
問
。

(
日
)
〔
HSh〕
N

穴・回・

8
∞
・
〔
判
判
例
目
凶
〕
参
照
。

(
げ
)
〔
H
S
3
N
巳
0
1
・ω
同

8
・
会
凶
〔
判
例
げ
〕
参
照
。

(叩叩)同〈〉
Z
JへwEhtv
、九州広

ω
印0
・

(ω)
同
様
の
ム
バ
場
に
立
っ
て
現
実
全
績
を
否
定
し
た
判
例
と
し
て
、

p
u
o
p
h
F

【

U
F
O
ω
r
m
z
乙
MMぽ
2

4
・
〉
弘
知
同
信
E

E
ロ
目
。
。
・
〔
HUJ
吋日〕
H
F
-
。u
E
円切岡山
0間以

白
日
が
あ
る
Q

こ
の
判
例
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
判
例
で
は
な
い
が
、
イ
ギ
リ
ス

法
に
お
け
る
見
解
を
適
用
し
た
マ
レ
ー
シ
ア
の
判
例
で
あ
る
。

(
m
N
)
N
K
F
同Z
G
C
F
同UWHIpd
〈
O
司一志〉
E
Z
同
H
Z
印口同〉
z
n
開
〉
Z
ロ
〉
〈
何
回
、
広
明

一
一
玄



泊
h
w
N
(同
町

仲

r
巾

ι・
同
市
制
印
同
)

(幻
)

H

L
・

m
w
H
也
九
日
目
・

第
四
章

イ
ギ
リ
ス
法
に
お
け
否
現
実
全
損
の
問
題
点

一
九

O
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
第
五
七
条
第
一
項

の
第
一
の
基
準
お
よ
び
第
二
の
基
準
に
よ
っ
て
成
立
す

る
現
実
全
演
の
変
容

一
、
一
九

O
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
第
五
七
条
第
一
項
に
よ
っ

て
、
第
一
の
基
準
で
あ
る
「
保
険
の
目
的
物
が
破
壊
さ
れ
る
場
合
」
並
び

に
、
第
二
の
基
準
で
あ
る
「
保
険
の
目
的
物
が
保
険
に
付
さ
れ
た
種
類
の

物
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
程
の
大
き
い
損
害
を
受
け
る

ハ
1
〉

場
合
」
に
は
現
実
全
損
が
あ
る
、
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
、
第
一
の
基
準
お
よ
び
第
二
の
基
準
は
、
保
険
の
目
的
物
自
体
の

損
害
の
み
に
よ
っ
て
現
実
全
援
の
成
否
を
判
断
す
る
も
の
で
あ
り
、
保
険

の
目
的
物
自
体
の
損
害
と
い
う
よ
り
も
そ
れ
を
取
り
巻
く
状
況
に
よ
っ
て

現
実
全
損
の
成
否
を
判
断
し
よ
う
と
す
る
第
三
の
基
準
、
す
な
わ
ち
「
被

保
険
者
が
保
険
の
目
的
物
を
奪
わ
れ
て
そ
の
回
復
が
不
可
能
で
あ
る
場

合
」
と
は
一
線
を
一
幽
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
れ
で
は
第
一
の
基
準
と
第
二
の
基
準
と
は
ど
こ
が
呉
な
る

(
2
)
 

の
か
と
い
え
ば
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
判
例
法
に
お
い
て
は
、
第
一
の
基

準
に
関
し
て
直
接
争
わ
れ
た
も
の
は
私
の
調
べ
た
限
り
で
は
存
在
せ
ず
、

第
一
節

一
一
六

ま
た
、
第
一
の
基
準
に
関
し
て
、
よ
り
詳
し
く
述
べ
て
あ
る
も
の
も
ほ
と

ん
ど
な
い
と
い
う
よ
う
な
状
況
で
あ
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
具
体
的
事
例

が
第
一
の
基
準
に
該
当
す
る
か
を
述
べ
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
な
こ
と
で

〈

3
)

あ
り
、
従
っ
て
、
現
段
階
で
は
明
確
に
第
一
の
基
準
と
第
二
の
基
準
の
栂

逮
を
示
す
こ
と
は
無
理
で
あ
る
と
述
べ
る
ほ
か
は
な
い
。

ハ
4

)

(

5

一
〉

結
局
、
判
例
法
お
よ
び
学
説
か
ら
出
さ
れ
た
第
一
の
基
準
若
し
く
は
第

二
の
基
準
の
具
体
的
事
例
を
包
括
的
に
列
挙
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な

る。
す
な
わ
ち
、
保
険
の
目
的
物
が
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
海
底
に
沈
む
か
、

あ
る
い
は
、
火
災
に
よ
っ
て
保
険
の
目
的
物
が
灰
の
山
と
化
し
て
し
ま
っ

た
場
合
、
保
険
の
目
的
物
が
被
保
険
危
険
に
よ
っ
て
全
く
解
体
し
た
状
態

に
変
わ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
目
的
物
の
特
有
の
形
態
を
失
い
、
も
は

や
保
険
に
付
せ
ら
れ
た
も
の
と
向
じ
種
類
の
物
と
し
て
存
在
し
な
く
な
っ

た
場
合
、
船
舶
は
ま
だ
一
体
と
し
て
の
状
態
を
保
っ
て
い
る
が
、
船
舶
と

し
て
は
破
壊
さ
れ
、
難
破
物
と
し
て
の
み
存
恋
す
る
場
合
、
等
で
あ
る
。

二
、
次
に
、
右
に
述
べ
た
事
例
の
中
で
、
保
険
の
目
的
物
が
被
保
険
危

険
に
よ
っ
て
全
く
解
体
し
た
状
態
に
変
わ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
目
的

物
の
特
有
の
形
態
を
失
い
、
も
は
や
保
険
に
付
せ
ら
れ
た
物
と
同
じ
種
類

の
物
と
し
て
存
夜
し
な
く
な
っ
た
場
合
に
つ
い
て
着
目
し
て
み
る
と
、
保

険
の
目
的
物
、
が
貨
物
の
と
き
に
は
、
回
2
m
2
m
E
F
W宮

U
S
E
R
ω

〈

6
U

Hν

々
-Fa-〈
市

D
-
E
n
r
事
件
に
よ
っ
て
、
元
の
種
類
の
物
と
し
て
存
複

す
る
か
一
合
か
に
関
し
て
は
、
実
際
の
商
業
上
の
立
場
を
考
慮
す
る
必
要
が



(
7〉
ハ

8
〉

あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
、
実
際
の
商
業
上
の
立
場
を
考
慮
し
て
現
実
全

損
の
成
否
を
判
断
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
度
は
解
釈
全
損
と
の
境
界
が

問
題
と
な
っ
て
く
る
。

そ
こ
で
、
現
実
全
損
と
解
釈
全
損
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
現
笑
全
損

が
法
律
上
お
よ
び
事
実
上
の
全
損
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
解
釈
全
損
は
法

{
9
)
 

律
上
の
金
援
で
は
あ
る
が
事
実
上
の
全
損
で
は
な
く
、
ま
た
、
現
実
全
幅
釈

が
第
二
章
お
よ
び
第
三
軍
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
な
場
合
に
成
立
す
る

の
に
対
し
て
、
解
釈
全
援
は
、
保
険
に
付
さ
れ
た
目
的
物
が
、
事
実
上
全

く
失
わ
れ
て
は
い
な
い
が
、
修
繕
若
し
く
は
回
復
の
見
込
が
な
さ
そ
う
な

場
合
、
修
繕
若
し
く
は
回
復
が
実
行
不
能
に
な
り
そ
う
な
場
合
、
修
繕
若

し
く
は
回
復
の
費
用
か
ら
み
て
事
実
上
全
く
失
わ
れ
そ
う
で
あ
る
場
合
、

門
川
山
〉
ハ

U
)

に
成
立
す
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
区
別
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
現
実
全

損
と
解
釈
全
損
と
の
間
に
問
題
が
生
ず
る
の
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
、
現

代
の
技
術
が
進
歩
し
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
早
に
物
理
的
な
点
か
ら
現

実
全
損
の
成
否
を
判
断
す
る
の
で
は
、
多
く
の
場
合
に
現
実
全
損
が
否
定

さ
れ
、
被
保
険
者
を
不
利
な
立
場
に
追
い
込
む
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
た

め
に
、
判
例
法
自
ら
が
、
必
然
的
に
、
現
実
全
損
と
い
う
も
の
の
範
囲
を

変
化
さ
せ
て
き
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。

7
2
4
は
、
「
現
実
全
損
と
解
釈
全
損
と
の
聞
に
明
確
な
境
界
線
は
な

ハ

ロ

〉

く
、
こ
の
二
つ
の
種
類
は
互
い
に
交
錯
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、

海
上
保
険
法
に
お
け
る
現
実
全
損
の
概
念

そ
れ
は
、
ま
さ
し
く
現
実
全
損
が
変
容
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て

い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

一
四
一
、
さ
ら
に
、
第
一
の
基
準
と
第
二
の
装
地
中
の
相
違
の
不
明
篠
性
を
解

消
す
る
た
め
に
、
こ
の
二
つ
の
墓
地
中
の
分
析
に
同
じ
判
断
基
準
を
適
用
す

る
こ
と
が
一
般
に
適
切
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
、
最
近
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

(

日

〉

関
連
邦
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
出
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
判
断
基
準
と
は
、
第
一
は
、
合
理
的
な
救
助
若
し
く
は
技
術
に
つ

い
て
の
基
準
で
あ
り
、
「
も
し
、
保
険
の
目
的
物
を
間
後
し
、
ま
た
は
、

再
生
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
努
力
が
、
そ
の
結
果
使
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
も
の
に
対
し
て
あ
ま
り
に
も
不
釣
合
い
な
努
力
で
あ
る
な
ら

〈

M
〉

ば
、
そ
の
時
保
険
の
白
的
物
は
現
実
全
摂
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ

る。
第
一
一
は
、
修
繕
の
範
囲
に
つ
い
て
の
慕
準
で
あ
り
、
「
も
し
、
再
生
す

る
努
力
が
修
繕
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
に
は
あ
ま
り
に
も
非
合
理
的
に

広
範
囲
に
わ
た
っ
て
お
り
、
む
し
ろ
再
建
と
し
て
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

〈
山
崎
〉

い
な
ら
ば
、
そ
の
時
保
険
の
目
的
物
は
現
実
全
損
で
あ
る
」
と
い
う
も
の

で
あ
る
。

そ
し
て
、
第
三
円
修
繕
の
費
用
に
つ
い
て
の
基
準
で
あ
り
、
「
保
険
の

目
的
物
を
回
復
し
、
か
つ
再
生
す
る
費
用
が
、
目
的
物
が
合
理
的
に
現
実

全
損
で
あ
る
と
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
程
、
そ
の
結
果
使
用
さ
れ
る
も

(
羽
)

の
の
価
格
と
釣
合
い
が
と
れ
て
い
な
い
か
ど
う
か
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

一
九

O
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
第
五
七
条
第
一
項
の
第
一
の
基
準

一
一
七



お
よ
び
第
二
の
基
準
が
、
保
険
の
目
的
物
自
体
の
損
害
の
程
度
に
よ
っ
て

区
別
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
新
た
な
基
準
は
、
岨
領
容
を
受
け
た
保
険
の

目
的
物
の
修
繕
お
よ
び
再
生
に
必
要
と
な
る
姿
件
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
て

お
り
、
そ
こ
に
は
、
イ
ギ
ロ
ス
法
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
き
た
現
実
全
鎮

の
範
関
を
で
き
る
だ
け
変
え
ず
に
、
現
実
全
損
を
よ
り
理
解
し
易
い
も
の

に
し
、
ま
た
、
実
際
の
商
業
上
の
立
場
を
考
慮
し
な
が
ら
も
、
現
実
全
損

と
解
釈
全
損
と
の
間
に
差
異
を
設
け
よ
う
と
い
う
、
積
極
的
な
姿
勢
が
窺

え
、
そ
の
点
に
お
い
て
注
目
に
値
す
る
見
解
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

第
二
節
現
実
全
損
お
よ
び
解
釈
全
損
と
委
付
の
通
知
と
の
関
係

一
、
本
節
に
お
け
る
問
題
は
、
船
舶
お
よ
び
貨
物
が
損
害
を
受
け
、
正

(げ〉

当
に
売
却
さ
れ
た
場
合
に
、
い
っ
た
い
一
九

O
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険

法
の
ど
の
条
文
に
よ
っ
て
現
笑
全
損
が
成
立
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る。

ハ
mv

す
な
わ
ち
、
こ
の
場
合
に
現
実
全
損
が
成
立
す
る
こ
と
は
、
判
例
法
談

(

同

四

)

(

鉛

)

び
に
学
説
の
共
に
認
め
る
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
一
九

O
六
年

(

幻

)

イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
第
五
七
条
第
一
項
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
の
か
、

ハ刊一〉

そ
れ
と
も
同
法
第
六
二
条
第
七
項
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
の
か
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

二
、
こ
こ
で
、
こ
の
間
題
を
検
討
す
る
前
に
、
委
付
の
通
知
に
つ
い
て

少
し
説
明
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

委
付
の
通
知
と
は
、
被
保
険
者
が
財
産
を
委
付
し
、
そ
れ
を
保
険
者
の

思
い
通
り
に
で
き
る
状
態
に
置
く
と
い
う
、
被
保
険
者
に
よ
っ
て
保
険
者

一
一
八

〈
刊
ω

)

に
対
し
て
な
さ
れ
る
通
告
で
あ
る
。

現
実
全
損
の
場
合
に
は
、
定
義
上
委
付
す
る
も
の
が
な
く
、
そ
れ
故
、

委
付
の
通
知
を
す
る
こ
と
な
く
保
険
者
か
ら
全
損
金
の
請
求
宏
す
る
権
利

を
被
保
険
者
に
与
え
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
委
付
の
通
知
に
重
要
性
が
な

(
川
帥
)

い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
解
釈
全
桐
恨
の
場
合
に
は
、
保
険
者
に
対
し

て
全
一
損
金
の
請
求
を
す
る
権
利
を
被
保
険
者
に
与
え
る
た
め
に
は
、
正
当

に
通
知
さ
れ
た
委
付
に
よ
っ
て
事
実
上
の
全
損
に
変
更
さ
れ
ね
は
な
ら
な

ハ
お
)
(
泌
V

h
p
v
 

そ
し
て
、
解
釈
全
援
の
場
合
に
委
付
の
通
知
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ハ
幻
〉

理
由
に
つ
い
て
は
、
阿
国
一
件
。
ロ
E
n
y
d『
・
沼
田
町
宮
ロ
凶
器
事
件
に
お
い
て

の
2
5ロ
戸
山
・
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
被
保
険
者
が
一
日
一
損
害
を
全
損
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
を
選
択
し
た

場
合
に
は
、
保
険
者
は
、
被
保
険
物
か
ら
生
じ
る
で
あ
ろ
う
一
切
の
利
益

の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
被
保
険
者
の
選
択
に
よ
る

被
保
険
者
自
身
の
変
わ
ら
ぬ
意
思
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ

故
、
委
付
の
遜
知
の
目
的
は
、
被
保
検
者
が
自
分
が
何
を
な
し
た
の
か
を

直
ち
に
保
険
者
に
通
告
し
、
状
況
の
変
化
の
起
こ
る
こ
と
が
あ
る
か
ど
う

か
を
確
か
め
る
た
め
に
、
自
分
が
何
を
な
し
た
の
か
を
心
の
内
に
秘
密
に

し
て
お
か
な
い
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
、
も
う
一
つ
の
理
由
が
あ
る
。
さ
ま

ざ
ま
な
手
段
が
取
れ
る
状
況
に
あ
る
物
は
、
有
益
に
処
理
さ
れ
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
れ
故
、
委
付
の
通
知
が
保
険
者
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
要
求

す
る
第
二
の
理
由
は
、
も
し
保
険
者
が
適
切
と
思
う
な
ら
ば
、
最
も
唱
良
い



と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
な
す
こ
と
が
で
き
、
被
保
険
者
が
選
択
し
た
結
果

と
し
て
委
付
さ
れ
た
物
を
保
険
者
は
で
き
る
限
り
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ハ
お
)

る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
Y
一

=
一
、
さ
て
、
こ
こ
で
本
間
に
帰
っ
て
み
る
と
、
委
付
の
通
知
が
こ
の
よ

う
な
理
由
に
よ
っ
て
必
要
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て

い
る
の
は
、
一
九

O
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
第
五
七
条
第
一
項
に
し

ろ
、
同
法
第
六
二
条
第
七
項
に
し
ろ
、
委
付
の
通
知
が
不
必
要
な
場
合
で

ホ
γ
Q
o
そ
し
て
、
判
例
法
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
正
当
な
売
却
の
場
合
に
、

一
九

O
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
波
第
五
七
条
第
一
項
に
よ
っ
て
現
実
全

損
と
な
る
こ
と
を
明
暗
一
目
し
た
判
例
は
今
だ
に
存
在
し
な
い
が
、
こ
れ
に
対

し
て
、
同
法
第
六
二
条
第
七
項
を
適
用
す
る
で
あ
ろ
う
と
解
さ
れ
る
目
見
解

を
述
べ
て
い
る
判
例
が
あ
り
、
ま
ず
こ
の
判
例
に
つ
い
て
見
て
み
る
こ
と

に
す
る
。

〔
判
例
目
〕
〈

2
2ョ。広の
0
・

〈

-
Cロ
目
。
ロ
ゲ
き
窓
口
円
。

ω
c
n
g
q
c問

。RWH
C

ロ
(
回
申
M
A凶
)

N
印

F
F戸
・
河
内
唱
-
m品
目
・
{
U
-
〉・

八
事
実
〉
一

0
0
0
0缶
の
石
油
が

E
a
s
e目
白
か
ら
の
否
吉
田
の

港
ま
で
の
航
海
に
つ
い
て
保
険
に
付
さ
れ
、
〉
間
F
C
m

のめ由同四一
S
同
す
と
い

う
名
の
帆
船
に
積
ま
れ
、
出
航
し
た
が
、
一
九
一
二
年
二
月
一
七
日
、

出

m
g広
ぽ

r
と
呼
ば
れ
て
い
る
小
さ
な
村
の
近
く
に
あ
る

ω三
紅
海
岸
で

船
舶
は
座
礁
し
、
難
破
物
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

船
舶
の
難
破
の
通
知
は
、
石
油
の
所
有
者
で
あ
る
原
告
の
地
方
代
理

海
上
保
険
法
に
お
け
る
現
実
全
擦
の
概
念

人
、
お
よ
び
巴

o
E〆
の
代
理
人
に
届
き
、
彼
ら
は
、
難
破
船
と
そ
こ

に
積
ま
れ
て
い
る
貨
物
に
関
す
る
情
報
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
、
同
州
問
H
H
M
M
'

E
o
r
に
出
向
い
た
。

結
局
、
石
油
缶
の
大
部
分
は
海
岸
に
流
れ
っ
き
、
回
収
さ
れ
、
そ
の
数

は
八
六
九
六
缶
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
五
七
二
三
缶
に
は
石
泌
が
入
づ

て
い
た
が
、
一
四
二
四
僚
は
空
で
あ
り
、
一
五
四
九
缶
は
ほ
と
ん
ど
空
の

状
態
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
石
油
が
漏
出
し
て
い
る
缶
は
、
ブ
リ
キ
職
人

に
よ
っ
て
修
繕
さ
れ
、
ま
た
、
別
の
侍
か
ら
石
油
が
補
充
さ
れ
、
最
終
的

に
は
石
油
の
い
っ
ぱ
い
入
っ
た
缶
が
五
五
七

O
街
で
き
た
が
、
一
一
二
一
一
六

の
空
の
缶
が
で
き
、
こ
れ
ら
は
、

E
c
-
-凹
の
代
理
人
に
よ
っ
て
、
獲
得

可
能
な
最
高
額
で
売
却
さ
れ
た
。
原
告
は
全
損
が
あ
っ
た
と
し
て
保
険
金

を
請
求
し
た
。

(
m
m
)
 

〈
判
官
〉
の
2
2
0同
〉
唱
宮
田

Y
F
o
E
T
E
S
F口
宮
ω・

「
一
九

O
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
第
六
二
条
第
七
項
を
解
釈
す
る

に
際
し
て
は
、
こ
の
制
定
法
が
制
定
さ
れ
た
当
時
に
何
が
こ
の
法
の
状
態

で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
心
に
留
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
し
て
、
こ
の
制
定
法
が
利
益
を
も
た
ら
す
見
込
が
な
い
と
述
べ
て

い
る
と
き
に
は
、

ωny忠
良
氏
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
出
来
事
が
発
生

し
た
場
合
に
保
険
者
が
前
よ
り
も
よ
り
硲
箔
に
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う

と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
私
の
理
解
し
て
い
る
と
こ

ろ
に
よ
れ
ば
、
ま
た
、
こ
の
制
定
法
が
制
定
さ
れ
た
当
時
に
存
夜
し
て
い

た
法
に
関
し
て
私
の
理
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
言
葉
が
窓

一
一
九



昨
押
し
て
い
る
も
の
と
い
う
の
は
、
状
況
が
、
も
し
貨
物
が
委
付
さ
れ
て
お

り
、
保
険
者
が
そ
の
貨
物
の
上
に
絶
対
的
な
支
配
を
及
ぼ
し
て
い
た
な
ら

ば
、
保
険
者
は
、
そ
の
支
配
権
を
行
使
し
て
、
そ
の
状
況
の
も
と
で
最
も

良
い
と
思
わ
れ
た
こ
と
を
行
な
え
た
、
と
い
う
場
合
の
こ
と
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
、
も
し
貨
物
が
、
ま
さ
に
消
減
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
な
、
ま

た
は
、
ま
さ
に
消
失
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
な
状
況
に
あ
る
な
ら
ば
、

そ
の
適
当
な
言
葉
、
そ
れ
は
保
険
の
呂
的
物
の
性
質
に
応
じ
て
変
え
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
言
葉
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
て
も
そ
の
よ

う
な
状
況
に
あ
る
な
ら
ば
、
ま
た
、
船
舶
の
場
合
に
は
、
も
し
船
舶
が
解

体
し
て
い
る
最
中
で
あ
る
と
か
、
ほ
と
ん
ど
解
体
し
て
い
る
よ
う
な
状
況

で
あ
る
な
ら
ば
、
あ
な
た
方
は
、
船
舶
が
そ
の
よ
う
な
段
階
に
あ
る
と
き

に
は
、
た
と
え
委
付
の
通
知
が
保
険
者
に
な
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
保
険

者
に
は
何
の
利
益
も
も
た
ら
す
見
込
が
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
言
う
こ
と

が
で
き
、
そ
れ
は
、
何
故
な
ら
ば
、
保
険
者
が
何
か
を
す
る
こ
と
が
で
き

た
以
前
に
船
舶
は
解
体
し
て
し
ま
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
『
利

益
を
も
た
ら
す
見
込
』
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
意
図
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ

う
と
私
は
理
解
す
る
。
し
か
し
、
本
件
の
事
実
に
基
づ
け
ば
、
物
事
の
事

態
は
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
が
全
く
明
白
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
も
し
委
付
の
通
知
が
合
理
的
期
間
内
に
な
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
保

険
者
は
こ
れ
ら
の
貨
物
を
処
分
す
る
十
分
な
機
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た

の
で
あ
る
。
貨
物
は
元
の
種
類
の
物
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
り
、

利
害
関
係
者
の
利
益
の
た
め
に
売
却
す
る
目
的
で
修
復
さ
れ
て
い
た
も
の

一
二

O

で
あ
り
、
そ
し
て
、
も
し
委
付
の
通
知
が
合
理
的
期
間
内
に
な
さ
れ
て
い

た
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
の
貨
物
は
、
こ
の
第
六
二
条
第
七
演
の
意
味
に
お
い

て
、
保
険
者
に
利
益
を
も
た
ら
す
あ
ら
ゆ
る
見
込
が
あ
る
状
態
で
あ
っ
た

の
で
あ
り
、
と
い
う
の
は
、
貨
物
と
し
て
存
在
し
て
お
り
、
保
険
者
は
そ

れ
ら
を
自
分
の
好
き
な
よ
一
う
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。
」

「
そ
れ
故
、
単
に
夜
明
さ
れ
て
い
る
事
実
に
基
づ
い
て
制
定
法
を
解
釈

す
る
と
、
本
件
は
そ
の
例
外
に
属
す
る
も
の
で
は
な
い
と
私
は
思
う
。
」

本
判
決
で
は
、
控
訴
裁
判
所
は
、
損
答
を
被
っ
た
石
油
缶
を
運
送
し
て

く
れ
る
船
主
を
見
つ
け
る
見
込
が
な
い
こ
と
、
並
び
に
積
替
え
の
見
積
繋

(
ぬ
)

間
出
額
を
考
慮
し
て
、
解
釈
全
損
が
あ
っ
た
と
判
示
し
た
が
、
ま
た
、
貨
物

は
損
害
の
後
も
元
の
種
類
の
物
の
ま
ま
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
委
付
の

(
h
U
)
 

通
知
は
必
要
で
あ
る
と
判
示
し
た
。

し
か
し
、

F
C
E
T
E
g
ω
g
r
s
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
貨
物
が
元
の

種
類
の
物
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
し
て
も
、
貨
物
が
ま
さ
に
消
減
し
よ

う
と
し
て
い
る
よ
う
な
、
ま
た
は
、
ま
さ
に
消
失
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ

う
な
状
況
に
あ
る
な
ら
ば
、
委
付
の
通
知
は
不
要
で
あ
る
と
解
釈
し
て
よ

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

従
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
、
易
相
創
性
貨
物
が
そ

の
よ
う
な
状
態
と
な
り
売
却
さ
れ
た
場
合
に
は
、
や
は
り
一
九

O
六
年
イ

ギ
り
ス
海
上
保
険
法
第
六
二
条
第
七
項
が
適
用
さ
れ
て
、
委
付
の
通
知
は

不
要
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
船
舶
に
関
し
て
も
、
解
体
し

て
い
る
最
中
で
あ
る
と
か
、
ほ
と
ん
ど
解
体
し
て
い
る
よ
う
な
状
況
で
あ



る
な
ら
ば
、
や
は
り
同
法
第
六
二
条
第
七
項
に
よ
っ
て
、
委
付
の
通
知
は

不
要
で
あ
る
と
解
釈
し
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

図
、
次
に
学
説
を
見
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
〉
g
o
z
E
は
、
船
舶
の
正
当
な
売
却
に
関
し
て
、
「
被
保
険
者

が
、
売
却
の
後
に
、
委
付
の
遜
知
を
す
る
こ
と
な
く
、
現
実
全
損
と
し
て

損
害
を
間
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
は
、
実
際
上
、
損
害
が
売
却
前

に
解
釈
全
損
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
、
こ
れ
は
、
解
釈
全
損
に

対
し
て
委
付
の
通
知
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
一
般
原
則
の
一
つ
の

白

(

刊

記

)

例
外
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
一
九

O
六
年
イ
ギ
リ

ス
海
上
保
険
法
第
六
二
条
第
七
項
を
適
用
し
て
い
る
と
も
解
さ
れ
る
見
解

を
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
日
朝
損
性
貨
物
の
正
当
な
売
却
に
関
し
て
も
、
〉

Z
2
5
は、

「
船
外
の
投
棄
ま
た
は
売
却
は
、
被
保
険
危
険
の
作
用
の
直
接
か
っ
必
然

的
な
結
果
で
あ
る
と
い
う
立
場
に
も
と
づ
い
て
第
五
七
条
第
一
項
に
お
け

る
『
被
保
険
者
が
保
険
の
目
的
物
を
奪
わ
れ
て
、
そ
の
回
復
が
不
可
能
で

あ
る
場
合
』
と
い
う
文
言
に
よ
っ
て
取
り
扱
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

ハ
お
)
う
」
と
述
べ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
「
あ
る
い
は
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

第
六

O
条
第
一
項
の
も
と
で
の
解
釈
全
損
を
構
成
す
る
と
判
決
さ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
解
釈
全
損
は
、
第
六
二
条
第
七
項
に
よ
っ

(
引
品
〉

て
委
付
の
通
知
を
す
る
こ
と
は
必
要
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

五
、
結
局
、
船
舶
ま
た
は
貨
物
が
損
害
を
受
け
、
正
当
に
売
却
さ
れ
た

場
合
に
、
そ
れ
が
一
九

O
六
年
イ
ギ
り
ス
海
上
保
険
法
第
五
七
条
第
一
項

海
上
保
険
法
に
お
け
る
現
実
全
損
の
概
念

の
規
定
に
よ
っ
て
現
実
全
損
と
な
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
同
法
第
六
二
条

第
七
項
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
は
、
イ
ギ
リ
ス
法
に
お

{
お
)

い
て
は
ま
だ
未
解
決
の
状
態
な
の
で
あ
る
。

な
お
、
一
九

O
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
第
六
二
条
第
七
項
の
「
保

険
者
に
何
ら
の
利
益
も
も
た
ら
す
見
込
が
な
い
場
合
」
が
す
べ
て
現
実
全

損
で
あ
る
場
合
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
'
ま
た
別
の
重
要
な
問
題

で
あ
る
が
、
運
送
組
員
に
か
ら
ん
だ
問
題
が
そ
の
中
心
を
占
め
て
い
る
た
め

に
、
こ
こ
で
は
あ
え
て
こ
の
間
題
に
つ
い
て
触
れ
な
い
こ
と
に
す
る
。

(お〉

最
後
に
、
〉
E
C
C
E
が
そ
の
著
書
の
中
で
現
実
全
損
の
場
合
に
は
委

付
の
通
知
に
重
要
性
が
な
い
こ
と
を
述
べ
た
あ
と
、
新
版
で
付
け
加
え
た

一
節
を
記
す
こ
と
に
す
る
。

「
し
か
し
な
が
ら
、
当
然
の
帰
結
と
し
て
、
委
付
の
通
知
が
必
要
と
さ

れ
な
い
全
損
の
場
合
や
、
通
知
の
必
要
が
放
棄
さ
れ
て
き
た
全
摂
の
場
合

だ
け
が
、
現
実
全
裁
で
あ
る
場
合
と
な
る
と
は
限
ら
な
い
。
・
:
・
:
被
保
険

者
が
損
害
の
情
報
を
受
け
取
っ
た
と
き
に
、
通
知
が
保
険
者
に
与
え
ら
れ

て
も
何
も
保
険
者
に
利
援
を
与
え
る
可
能
性
が
な
い
場
合
に
は
、
一
般
に

委
付
の
通
知
は
必
要
で
は
な
い
と
一
九

O
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
は

(
初
出
〉

規
定
し
て
い
る
。
こ
の
法
則
が
、
実
際
上
、
現
実
金
援
の
一
事
例
で
は
な

い
何
ら
か
の
場
合
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
の
議
論
と
い
う

も
の
は
ま
だ
未
解
決
で
あ
る
が
、
解
釈
全
援
と
現
実
全
損
と
を
区
別
す
る

た
め
の
基
準
は
、
委
付
の
通
知
の
用
途
若
し
く
は
必
要
性
が
あ
る
か
否
か

〈
訪
)

で
は
な
い
と
主
張
す
る
こ
と
が
よ
り
安
全
で
あ
る
。
実
際
上
疑
わ
し
い
場



合
に
は
、
そ
し
て
、
被
保
険
者
が
被
保
険
物
の
所
有
権
の
占
有
セ
奪
わ
れ

た
と
い
う
理
由
で
全
損
金
の
誘
求
を
望
む
す
べ
て
の
場
合
の
一
般
的
な
法

則
と
し
て
、
被
保
険
者
は
、
そ
の
損
害
が
現
実
的
な
全
損
で
あ
る
の
か
、

そ
れ
と
も
解
釈
的
な
全
損
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
後
に
決
定
さ
れ
る
も

(

ぬ

〉

の
と
し
て
残
し
て
お
き
、
委
付
の
通
知
を
与
え
る
べ
き
で
あ
る
よ

第

三

節

小

括

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
現
実
全
損
に
関
し
て
は
、
帆
船
時
代
か

(
紛
)

ら
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
数
多
く
の
判
例
が
あ
り
、
ま
た
、
制
定
法
に
よ

っ
て
も
定
義
が
な
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
な
お
い
く
つ
か
の

問
題
が
未
解
決
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
は
、
現
実
全
損
の
成
立
す
る
範
簡
が
次
第
に
変
化
し
つ
つ
あ

〈

引

〉

る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
は
現
代
の
技
術
の
進
歩
並

び
に
通
信
制
度
の
発
達
に
よ
り
、
現
実
全
損
と
い
う
も
の
が
生
き
残
る
た

め
に
必
然
的
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
解
釈
全
損
と
の
境

界
線
が
さ
ら
に
不
明
確
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
ず
、
こ
こ
に
新

た
な
現
実
全
援
の
定
義
づ
け
が
要
求
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

ま
た
他
の
一
つ
は
、
一
九

O
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
自
体
の
定
義

〈
抑
制
)

の
不
明
確
さ
に
よ
っ
て
生
じ
る
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
船
舶
お
よ
び
貨

物
の
正
当
な
売
却
の
場
合
に
、
同
法
第
五
七
条
第
一
項
と
第
六
二
条
第
七

項
の
い
ず
れ
を
適
用
す
れ
ば
良
い
か
が
不
明
で
怠
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

て
、
こ
れ
は
、
判
例
法
に
よ
っ
て
適
切
な
解
決
策
が
示
さ
れ
る
か
、
さ
も

な
く
ば
立
法
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
ろ
う
。

一
一一一一

そ
し
て
、
最
後
の
一
つ
は
、
現
実
全
損
・
解
釈
金
援
と
い
う
概
念
が
委

付
の
通
知
の
有
無
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
否
か
と
い

う
全
損
制
度
全
体
の
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
は
特
に
運
送
貨
と
い
う
被
保
険

利
益
に
関
し
て
問
題
と
な
る
た
め
、
本
章
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
触
れ
な

か
っ
た
が
、
現
実
全
損
に
関
係
す
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
こ
と
に
は
相
違

な
い
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

(
l
)

ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
現
笑
全
損
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
第
一
家
第
一
節

注

(
3
)
参
照
。

(
2
)

第
二
章
第
一
節
参
照
。

(
3
)

開
会
ロ
『
日
間
r
〉
ω
2
2ロ
R
の。・
d
F
M
N

・F
・凶
5
5
。。
G
・
事
件
に
お
い

て
も
、
裁
判
所
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
「
一
九
O
六
年
制
定
法
の
現
実
全
鎮

の
第
一
の
基
準
で
あ
る
『
破
壊
』
の
概
念
に
つ
い
て
の
イ
ギ
リ
ス
判
例
法
は
、

ま
っ
た
く
貧
弱
な
も
の
で
あ
り
、
議
論
も
非
常
に
乏
し
い
の
で
あ
る
」
と
述
べ

て
い
る
。
令
d
y

司
・
印
ロ
恒
司
・
お
∞
呉
同
日
印
(
の
・
0
・
の
包
呂
吋
叩
)
・

(
4
)

船
舶
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
第
三
節
参
照
。
ま
た
、
貨
物
に
つ
い
て
は
、

第
三
章
第
三
館
参
照
。

(
5
)

同
-
h
z
N
〉同
H
A
C
C
F
P

戸
〉
者
。
明
宗
〉
自
民
開

H
Z凹
C
同〉
zn開〉
Z
U
〉〈開
1

同
〉
口
開
由
ωAH

叩臼叶
(
H
m
H
F

巾島・一戸由∞
H
)

・

(
6
)
門
巴
吋
(
凶
〕
N
F
Z
U
E可
m
M
N
O唱
-
A
T
H
M
F
P

凶
・
0
・
(
。
。
自
"
の
件
)

(
7〉

H
A抑
制
民
品
印

mv

ま
た
、
学
説
の
中
に
も
、
市
開
業
的
あ
る
い
は
事
業
的
観
点
を
考
慮
す
べ
き
で

あ
る
と
い
う
見
解
が
あ
る
。
同
-
L『
-
F
〉包囲開、口問、叶巴両日
V
F
E
2
2
0
Z

宮
〉
'

回同悼ん開阿沼田〈同
zn何
回

H

U

(
自
己
M

O

仏・同申∞酌)・

(
8
)

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
地
方
裁
判
所
も
、
船
体
は
ま
だ
一
体
と
し
て
の
状

態
を
保
っ
て
い
る
が
、
船
舶
と
し
て
は
破
壊
さ
れ
、
難
破
物
と
し
て
の
み
存
在

す
る
場
合
に
つ
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
法
を
採
用
し
て
、
商
業
上
の
立
場
を
考
慮
す

る
と
い
う
判
断
を
下
し
て
い
る
。
開
弘
山
口
『
ロ
G
r
〉
E
5
8
8
。。・〈

-m-Hhe



関
口
口
冨
。
。
吋
問
》
JAF叶喧司・

ωMM唱
-
y
m件同日中?印吋・

な
お
、
こ
の
肘
L
E
r
z同開
r
〉
ω
2
2
R
u
o
。。・

4・
m-F-
出口吋
MM切
の
。
G-

事
件
に
関
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
法
に
よ
っ
て
も
悶
様
の
結
論
を
導
き
出
せ
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
見
解
も
あ
る

γ同・切
C
凸
戸
〉
凹
師
、
宮
〉
E
Z開
HZ臼
C
同
p

z
n開
〉
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収
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械
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鉄
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案
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っ
た
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鎮
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物
と
な
っ
て
は
い
な
い
が
、
船
長
に
よ
っ
て
正
当
に
売
却
さ
れ
た
場
合
は
現
実

会
娯
と
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
場
合
は
、
委
付
の
通
知
の
必
要
の
な
い

解
釈
全
損
の
一
場
合
と
し
て
扱
う
こ
と
が
よ
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調
枕
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あ
る
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思
え
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と
述
べ
る
見
解
が
あ
る
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お
わ
り
に

一
見
、
単
純
な
る
事
実
問
題
で
あ
る
と
も
考
え
ら

一
、
現
実
全
援
は
、

れ
る
。し
か
し
、
イ
ギ
り
ス
法
を
検
討
し
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
現
実
全
損
の

成
否
を
め
ぐ
っ
て
争
わ
れ
た
数
多
く
の
判
例
が
存
在
し
、
ま
た
、
現
実
全

損
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
制
度
に
内
在
し
た
幾
つ
か
の
間
題
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

一
一
一
回

従
っ
て
、
立
法
論
と
し
て
イ
ギ
P
ス
法
を
日
本
法
に
導
入
す
る
場
合
に

は
、
そ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
た
形
で
受
け
入
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、

一
九

O
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
第
五
七
条
第
一
項
の
現
実
全
損
の
定

義
規
定
を
あ
る
程
度
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

ま
ず
、
一
九

O
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
第
五
七
条
第
二
慌
の
、
保

険
の
目
的
物
自
体
の
損
害
の
み
に
よ
っ
て
貌
笑
全
損
の
成
否
を
判
断
す
る

第
一
の
基
準
お
よ
び
第
二
の
墓
地
中
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。

そ
れ
ら
の
基
準
は
、
「
保
険
の
目
的
物
が
破
壊
さ
れ
る
場
合
」
遊
び
に

「
保
険
の
目
的
物
が
保
険
に
付
さ
れ
た
種
類
の
物
と
し
て
存
在
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
程
の
大
き
い
損
害
を
受
け
る
場
合
」
と
し
て
規
定
守
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
第
一
の
基
準
は
イ
ギ
P
ス
法
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
機
能
し
て

お
ら
ず
、
保
険
の
目
的
物
自
体
の
損
害
の
み
に
よ
っ
て
現
実
全
損
の
成
否

を
削
判
断
す
る
墓
地
中
は
す
べ
て
第
二
の
基
準
に
拠
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。

し
か
も
、
損
害
が
多
様
化
し
、
ま
た
、
工
学
技
術
が
進
歩
し
通
信
制
度

が
発
達
し
た
現
代
に
お
い
て
は
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
現
実
全
損
の
定
義
が

必
.
要
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
で
、
は
じ
め
に
お
よ
び
第
四
章
第
一
節
で
挙
げ
た
、
ア
メ
リ
カ

〈
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合
衆
衛
連
邦
地
方
裁
判
所
の
判
決
に
お
い
て
一
部
さ
れ
た
見
解
、
す
な
わ

ち
、
保
険
の
目
的
物
自
体
の
損
害
の
み
に
よ
っ
て
現
実
全
損
の
成
否
を
判

断
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
、
損
害
を
受
け
た
目
的
物
の
修
繕
お
よ
び
再
生



に
必
要
と
な
る
要
件
に
よ
っ
て
区
別
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
見
解
は
、
日

本
法
に
お
け
る
立
法
の
場
合
に
も
、
重
要
な
意
義
を
有
す
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
一
九

O
六
年
イ
ギ
リ
ス
海
上
保
険
法
第
五
七
条
第
一
項
の
第
一
一
一

の
基
準
で
あ
る
「
被
保
険
者
が
保
険
の
目
的
物
を
奪
わ
れ
て
そ
の
回
復
が

不
可
能
で
あ
る
場
合
」
に
つ
い
て
は
、
船
舶
お
よ
び
貨
物
の
正
当
な
売
却

の
場
合
を
、
そ
の
生
じ
る
可
能
性
が
少
な
い
と
は
い
え
、
現
実
全
損
の
定

ハ
2
)

義
と
し
て
付
け
加
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

二
、
さ
ら
に
、
現
実
全
損
だ
け
で
は
な
く
、
全
換
制
度
全
体
と
し
て
考

え
て
み
た
場
合
に
、
保
険
者
は
、
委
付
に
よ
っ
て
利
益
を
得
る
ど
こ
ろ

か
、
残
存
物
撤
去
義
務
な
ど
に
よ
る
不
利
益
を
被
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
実
務
上
、
保
険
の
目
的
物
の
所
有
権
の
移
転
を
否
定
す
る
特
約
を

被
保
険
者
と
交
わ
し
て
解
決
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
日
本
法
の
も
と
で

の
現
状
を
考
え
れ
ば
、
現
実
全
損
・
解
釈
全
損
と
い
う
よ
う
な
区
別
を
せ

ず
に
、
一
括
し
て
全
損
と
し
て
、
委
付
す
る
こ
と
な
く
保
険
金
全
額
を
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
制
度
を
採
用
す
る
こ
と
も
、
不
可
能
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
解
釈
全
援
に
つ
い
て
の

総
合
的
な
研
究
と
と
も
に
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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